
～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容

http://www.kta.jp
〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp

Kagoshima truck information

お知らせ掲示板
点呼記録簿に「睡眠不足の状況」が追加されます!!
自動車運送事業者に対する行政処分等の基準

改正について など

情報ボックス
平成30年度交通安全セミナーのご案内
トラック運送事業者のための人材確保セミ

ナーのご案内 など

巻頭
会費の見直しについて

TOPICS
平成30年度第１回理事会
平成30年度第１回正副会長会
平成30年度第２回正副会長会及び第１回総務

委員会合同会議・第４回役員等候補選出委員
会（平成30年度役員改選） など

公益社団法人鹿児島県トラック協会女性部会設立総会
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平成30年度定時社員総会のご案内

平成30年度通常総会のご案内

　平成 30 年度定時社員総会を下記のとおり開催いたします。
　会員事業者の皆様のご出席をお願いいたします。

　平成 30 年度通常総会を下記のとおり開催いたします。
　会員事業者の皆様のご出席をお願いいたします。

１．日　時　平成30年６月6日（水）
	 	 	 13時30分　開会
	 	 	 ※ 13時10分から県ト協の取組みを映像で紹介（15分）
２．場　所　鹿児島サンロイヤルホテル　太陽の間
	 	 	 	鹿児島市与次郎１－８－10
	 	 	 	TEL：099-253-2020

1．日　時	　平成30年6月6日（水）

2．場　所　	鹿児島サンロイヤルホテル
	 	 	 	鹿児島市与次郎1－8－10
	 	 	 	TEL：099-253-2020

※正式な案内文書は後日送付いたしますので、多数のご出席をお願いします。

公益社団法人鹿児島県トラック協会

※正式な案内文書は後日送付いたしますので、多数のご出席をお願いします。

陸上貨物運送事業労働災害防止協会　鹿児島県支部

事務局閉所のお知らせ
平成 30 年度定時社員総会開催に伴い、下記のとおり事務局を閉所しますので、ご

理解の程よろしくお願いします。

平成30年６月６日（水）　10時00分～終日

※既にご案内を送付しておりますが、まだ出欠の回答を提出されていない場合は案
内に同封の回答書を FAX（099-261-1169）にてご返送ください。

※ご欠席される場合は案内に同封の「議決権行使書面」又は「委任状」のいずれか
に必要事項を記入、押印の上、FAX（099-261-1169）にてご返送ください。
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会費の見直しについて
トラック協会の長期的な運営の安定化を図るため、会費の見直しを行うこととしました。
会員の皆様のご理解賜りますようお願いいたします。

1　会費の見直し
会費は協会の財務基盤の基本でありますが、トラック運送業界を取り巻く厳しい環境に対応し

た協会運営を行って行く必要があることから、変化に対応した事業活動を行うことのできるよう
見直しを行うこととしました。

（1）トラック協会の財政運営の安定化を図る。
収入の 70％を占める県交付金は漸減傾向であり、今後さらに厳しい財政運営が予想されてい

ます。
このため、財政運営の安定化を図るために、収入の充実を図る必要があります。

（2）本県トラック業界の発展に必要な事業と予算の確保
本県トラック業界は、今後とも交通・労働安全に対して取り組むとともに、取引環境の改善、

労働時間の短縮、人材の確保など喫緊の課題に取り組む必要があります。
特に、働き方改革などに対応しながら、トラック運送事業の役割を果たし、健全な発展を図

るためには、今後一層の適正化事業の取り組みが非常に重要となります。
このため、下記の事業を的確に実施するため、会費の見直しを行うこととしました。

（3）　充実が必要な事業
①　助成事業の充実強化

　交通・労働安全対策や免許取得の助成など会員への支援を強化する。
　トラック業界の人材確保施策を進める。

②　支部活動支援の充実
支部活動の交通安全セミナー、労働安全セミナー、荷主懇談会、福利厚生事業等への支援

の充実を図る。
③　地方の会員事業所へのサービスの向上

協会本部主催のセミナー、講習会について地方の会員事業者の参加と利便性を確保するた
めに、地方の開催を増やす。

④　協会事務局体制の整備を図る。
会員事業所の社会的地位と安全性向上を一層推進するために、会員事業所への巡回指導や

G マーク取得を支援する適正化事業の事務局体制を充実する。
⑤　協会本部（研修センター）の将来の更新のための資金の確保

建築後 38 年経過する研修センター（鹿児島市；昭和 55 年建築）の経年劣化が進展してい
ることから、協会の本部機能や研修施設としての機能充実を図るための将来の建替えに備え
て収入の確保を図る。

2　会費見直しの内容
平等割及び車両割会費の変更は、次の点を考慮して行いました。
 ①　急激な増額にならないこと。
 ②　各車両割の額は、他県の額を考慮すること。
 ③　被けん引車については、他県も別途設定していること。
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3　総会の議決と請求
会費の見直しは、平成 30 年 6 月 6 日開催予定の定時社員総会の議決により決定した後、本年

4 月分からの請求となります。
　会費については、通常は 6 月に請求していますが、 今年度は 7 月に変更となります。

会費の見直し案

1.　普通会員
（1）貨物自動車運送事業者（軽貨物を除く），貨物自動車利用運送事業者

（月額）

改正前 改正後 会費の増減
（円）区　分 会費（円） 区　分 会費（円）

平等割 1,500 平等割 1,800 300

車
両
割

小型車 140

車
両
割

小型車 180 40

普通車 
 

含 
 

特殊車 
けん引車 

被けん引車

280

普通車 
　 
含 

　　　　 
特殊車 

けん引車

320 40

被けん引車 200 △ 80

     
（2）特定貨物自動車運送事業者

（月額）

改正前 改正後 会費の増減
（円）区　分 会費（円） 区　分 会費（円）

平等割 1,000 平等割 1,200 200

※車両割は（1）と同じ

※団体会員（奄美自動車連合会、霊柩自動車協会）の会費は、上記に準じて改正します。

6
4

4
4

4
8

1
4

4
4

4
3

6
4

4
4

8

1
4

4
4

3

3



TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
平成30年度第１回理事会

平成30年５月22日（火）

鹿児島県トラック研修センター

理事 19 名、監事 5 名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（決議事項）
・平成 29 年度事業概要及び決算書類の報告について
・平成 30 年度定時社員総会について
（1）開催日時及び招集通知について
（2）提出議案について
（3）招集通知について
（4）特別決議について
（5）総会スローガンについて
（6）臨時理事会について
（7）懇談会の開催について

・物流セミナーの講師選定について

（報告事項）
・平成 30 年度（公社）鹿児島県トラック協会長表彰及び無事故事業所表彰について
・会員の入退会について
・平成 29 年度助成申請について
・平成 30 年度助成要綱について
・平成 31 年度税制改正要望について
・委員会報告

上記事項は全て、出席理事全員一致で承認されました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
平成30年度第１回正副会長会

平成30年５月11日（金）

鹿児島県トラック研修センター

平成30年度第２回正副会長会及び第１回総務委員会合同会議
第４回役員等候補選出委員会（平成30年度役員改選）

平成30年５月11日（金）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

正副会長 4 名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議事項）
・当面の諸課題について
・その他

委員・支部長 13 名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議事項）
・役員候補について
・平成 29 年度事業概要及び決算の報告について
・平成 30 年度定時社員総会について
・平成 30 年度第 1 回理事会に提出する議題について
・平成 30 年度物流セミナーの講師選定について

（報告事項）
・平成 30 年度助成事業実施要

綱について
・平成 30 年度（公社）鹿児島

県トラック協会長表彰及び
無事故事業所表彰について

上記協議事項については、次
回理事会に提出することとなり
ました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
平成29年度決算監査

平成30年５月８日（火）

鹿児島県トラック研修センター

女性部会設立発起人会 平成30年４月23日（月）　

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

監事 5 名が出席し平成 29 年度の決算監査を実施しました。
事業内容及び会計帳簿関係計算書類の監査の結果、適正に処理されていると判断され、次回

の理事会及び、定時社員総会に提出することとなりました。

女性部会設立発起人の 3 名が出席し、下記事項について協議しました。

【女性部会設立発起人】
・株式会社 松下運輸　代表取締役　松下　桂子
・有限会社 飛鳥運輸　代表取締役　小原 まち子
・株式会社 坂元運送　代表取締役　坂元　佑子

（協議事項）
・女性部会設立総会について
・役員候補について
・基本方針、平成 30 年度事業計画
（案）について

上記事項について協議し、平成 30
年 5 月 24 日に設立総会を開催する
こととなりました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

公益社団法人鹿児島県トラック協会
女性部会設立総会

平成30年５月24日（木）

鹿児島県トラック研修センター

5 月 24 日（木）、部会員 8 名出席のもと「公益社団法人鹿児島県トラック協会女性部会設
立総会」を開催しました。

はじめに、中村会長が「女性部会を設置した大きな目的は、女性の少ないトラック運送業界
において、女性の活躍を積極的に推進していくことにある。女性経営者・管理者の皆様の女性
ならではの持ち味を活かして、安心・安全に働けるトラック運送業界の将来のために力を発揮
してほしい。」と設立を祝いました。

引続き下記について協議し、株式会社松下運輸　代表取締役　松下桂子氏を初代会長に選出
しました。

（協議事項）
・役員候補について
・基本方針、平成 30 年度事

業計画（案）について

公益社団法人鹿児島県トラック協会女性部会
会員（敬称略）

部会長 ㈱松下運輸　松下桂子

副部会長 ㈲飛鳥運輸　小原まち子

幹事 ㈱坂元運送　坂元佑子

㈲清美土木　宮下里花

㈲ YOSHIDA　DREAM　吉田真由美

ネスコ㈱　塩田智子

㈲花木産業　床波小百合

㈲鷹尾興業　吉松美幸

㈲米倉運送　茂谷明美

なお、女性部会では引き続き部会員を
募集しています。
ご入会希望の方は、下記へお問合せく
ださい。

【お問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　経理課
TEL：099-261-1167
FAX：099-261-1169

松下桂子 氏

この度、女性部会長に就任いたしま
した松下でございます。
女性部会の会員の皆様方は、知識や

経験が豊富な方ばかりです。
女性部会の活動をとおして共に話し
合い、交流を深めることで様々なこと
を習得し、部会員の皆様と一緒に女性
の活躍や、業界のイメージ向上、職場
環境の改善に寄与していきたいと思っ
ております。
また、明るく参加しやすい雰囲気づ

くりで仲間を増やしていきたいと考え
ておりますので、ご興味のあられる方
は、是非ご入会下さいませ。
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お知らせ掲示板

国土交通省自動車局安全政策課長、貨物課長及び整備課長連名により「『貨物自動車運送

事業輸送安全規則の解釈及び運用について』の一部改正について」の通達が発出されました。

平成30年6月1日から
睡眠不足に起因する事故防止対策を強化するため
乗務前点呼及び中間点呼時の記録事項として、
「睡眠不足の状況」が追加されます。

点呼記録簿に
「睡眠不足の状況」が追加されます!!
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お知らせ掲示板

【お問合せ先】
自動車局安全政策課 小田、 熊本
TEL : 03-5253-8111 （内線41623）
 03-5253-8566 （直通）
FAX : 03-5253-1636
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お知らせ掲示板

過労防止関連違反等に係る行政処分の処分量定の引上げ等に関し、国土交通省自動車局長
より【「貨物自動車運送事業者に対する行政処分等の基準について」の一部改正について】
通達が発出されました。施行は平成 30 年 7 月 1 日を予定しています。
※  H30.6.22（鹿児島地区）、H30.6.27（大隅地区）開催の交通労働災害防止担当管理者

等研修会（P72 参照）において上記の内容等説明予定ですのでぜひご参加ください。

自動車運送事業者に対する行政処分等の基準改正について
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引越運送業の契約のルールが変わります！
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お知らせ掲示板

特殊車両通行許可については、審査期間が長期化しており、審査体制の強化等の対策を行っ
ているところでありますが、更なる審査の円滑化を図るため、下記のとおり九州地方整備局
より周知依頼がありましたのでお知らせします。

特殊車両通行許可申請に際してのお願い
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お知らせ掲示板

平成 28 年度に「トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会」において実

施されたパイロット事業の事例のとりまとめがプレガイドラインとして公開されました。

詳細は、全ト協ホームページをご覧ください。

○プレガイドライン〜平成 28 年度パイロット事業事例集〜

◆全日本トラック協会ホームページ
バナー ＞ 「取引環境・労働時間改善地方協議会特設ページ（「約款改正」はこちら）」内

「プレガイドライン～平成28年度パイロット事業事例集～」
の公開

国土交通省は、国際海上コンテナ内のフレキシタンクの損傷による液体物の漏洩を防止す

るため、「国際海上コンテナの陸上における安全輸送マニュアル」の一部改訂を行い、フレ

キシタンクを用いる際に確認すべき内容を同マニュアルに追記しました。

本マニュアルを活用し、安全輸送に努めるようお願いします。

※詳細は国土交通省ホームページをご覧ください。

◆国土交通省ホームページ
　ホーム ＞ 報道・広報 ＞ 報道発表資料 ＞ 国際海上コンテナの陸上における安全
　輸送マニュアルの一部改訂について

国際海上コンテナの陸上における
安全輸送マニュアルの一部改訂について
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お知らせ掲示板お知らせ掲示板

タイトル平成30年度運行管理者等一般講習のご案内

※講習の対象者
（1）運行管理者に選任されている方のうち、平成 29 年度に受講していない運行管理者の方
（2）初めて選任届出をした運行管理者の方
（3）死者又は重傷者を生じた事故（自動車事故報告規則第 2 条第 3 号に掲げる事故）を起こ

した営業所又は、輸送の安全確保違反をして行政処分を受けた営業所の運行管理者の方
（4）運行管理者の補助者及びその他受講を希望される方

実施機関：自動車事故対策機構

１．講習日時及び実施場所

開　催　日 対象業態 会　　場 所　在　地 申込受付日

7 月 27 日（金） 貨物 奄美観光ホテル 名瀬市港町 2-10 インターネット：6 月 1 日
郵送：6 月 1 日

9 月 12 日（水） 貨物 鹿屋市中央公民館 鹿屋市北田町 11103 番地 インターネット：6 月 1 日
郵送：8 月 1 日

9 月 27 日（木） 貨物 鹿児島県市町村自治会館 鹿児島市鴨池新町 7-4 インターネット：6 月 1 日
郵送：8 月 15 日

10 月 17 日（水） 貨物 鹿児島県市町村自治会館 鹿児島市鴨池新町 7-4 インターネット：7 月 2 日
郵送：9 月 1 日

10 月 19 日（金） 貨物 鹿児島県市町村自治会館 鹿児島市鴨池新町 7-4 インターネット：7 月 2 日
郵送：9 月 1 日

※ 平成 27 年 1 月より「貨物」、「旅客」のいずれの講習を受講したか、講習手帳への区分を示すこ
ととなりました。つきましては、「貨物」の方は必ず上記日程で受講されますようお願いします。

【受付時間】 奄美・鹿屋地区 8:30 ～ 9:20 鹿児島地区 9:00 ～ 9:40 
【講習時間】 奄美・鹿屋地区 9:20 ～ 15:30 鹿児島地区 9:50 ～ 16:00

２．申込み方法（インターネットによる予約が必要です。）
・インターネットの予約申込を優先します。
・インターネット環境のない方は、自動車事故対策機構鹿児島支所までご連絡ください。
　申込書を送付しますので、必要事項ご記入の上、受付期間内に郵送（返信用封筒を添えて）に

てお申込みください。

【ナスバのホームページアドレス　　「http://www.nasva.go.jp」】
　※先着順に受付いたしますので、お早めにお申込みください。

　　※締め切りは開催日の 1 週間前です。

３．講習の手数料
1 名　3,100 円（消費税を含む）　※鹿児島県トラック協会会員事業者の方は、全額助成

４．当日お持ちいただくもの
　（1）予約確認書（ネット予約の方）
　（2）運行管理者等指導講習手帳
　　（手帳お持ちでない方は、写真 1 枚　無帽・正面 3 分身・縦 3.0cm ×横 2.4cm）

実施機関：みゆき学園

１．講習日時及び実施場所

開　催　日 対象業態 会　　場 所在地 定員
6 月 18 日 ( 月 ) 全業態 警友自動車学校 都城市都北町 7333 80 名

7 月 1 日 ( 日 ) 全業態 ナカムラ自動車学校 都城市五十町 4540-3 90 名
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7 月 7 日 ( 土 ) 全業態 鹿ト協大隅地区研修センター 曽於郡大崎町永吉 5080 40 名

7 月 18 日 ( 水 ) 全業態 姶良市文化会館 姶良市加治木町木田 5348-185 48 名

10 月 9 日 ( 火 ) 全業態 警友自動車学校 都城市都北町 7333 80 名

10 月 22 日 ( 月 ) 全業態 警友自動車学校 都城市都北町 7333 80 名

11 月 5 日 ( 月 ) 全業態 警友自動車学校 都城市都北町 7333 80 名

11 月 18 日 ( 日 ) 全業態 警友自動車学校 都城市都北町 7333 80 名

※大隅地区研修センター開催分は、鹿児島県トラック協会会員のみ受講対象になります。
※全業態とは、旅客（バス・タクシー）、貨物（トラック）のことです。

【受付時間】　9:00 ～　　【講習時間】　10:00 ～ 16:00

２．申込み方法
けいゆう自動車学校ホームページ「http://www.keiyu-ds.co.jp/」から「運行管理者等指導講習」

へお進みください。受講申込書をダウンロードして頂き、必要事項ご記入の上、FAX または郵
送で㈱みゆき学園交通安全教育センターまでお申込みください。ご送付いただいた受講申込書
に「受講受付印」を押印し FAX で返信します。講習実施日の 1 週間前までに必着でお願いします。

３．講習の手数料
　1 名　3,100 円（消費税を含む）　※鹿児島県トラック協会会員事業者の方は、全額助成

４．当日お持ちいただくもの
　（1）運行管理者等指導講習手帳
　　　（手帳お持ちでない方は、写真 1 枚　無帽・正面 3 分身・縦 3.0cm ×横 2.4cm）
　（2）本人確認書類（運転免許証等）

実施機関：串木野自動車教習所

１．講習日時及び実施場所

開　催　日 対象業態 会　　場 所在地
6 月 23 日（土） 貨物 ホテルアクシアくしきの いちき串木野市長崎町 101

10 月 20 日（土） 貨物 ホテルアクシアくしきの いちき串木野市長崎町 101

【受付時間】　9:00 ～　　【講習時間】　10:00 ～ 15:40

２．申込み方法
串木野自動車教習所ホームページ「http://www.kushikino.co.jp/」から「運行管理者等指導講習」

へお進みください。受講申込書をダウンロードして頂き、必要事項をご記入の上、FAX または郵
送で、有限会社 串木野自動車教習所までお申込みください。ご送付いただいた受講申込書に「申
込受付印」を押印し FAX で返信します。講習実施日の 1 週間前までに必着でお願いします。

３．講習の手数料
　1 名　3,100 円（消費税を含む）　※鹿児島県トラック協会会員事業者の方は、全額助成

４．当日お持ちいただくもの
（1）受付印済申込書（コピー可）
（2）運行管理者等指導講習手帳

 （手帳お持ちでない方は、写真 1 枚　無帽・正面 3 分身・縦 3.0cm ×横 2.4cm）
（3）本人確認書類（運転免許証等）

【問合せ先及び申込書送付先】
独立行政法人　自動車事故対策機構鹿児島支所 株式会社　 有限会社串木野自動車教習所
〒８９２－０８３８ みゆき学園　交通安全教育センター 〒896-0005　
鹿児島市新屋敷町１６－４０１公社ビル４２０号 〒８８５－０００４　都城市都北町７３３３ いちき串木野市西塩田町63-2
TEL：099-225-0782 TEL:0986-38-1001　 TEL：0996-32-9222
FAX:099-225-0783 FAX:0986-38-0908 FAX：0996-33-0094
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タイトル平成30年度運行管理者等基礎講習のご案内

平成 30 年度運行管理者等基礎講習が下記のとおり追加開催されます。
※運行管理者試験を受験する方は、本講習の申込とは別に（公財）運行管理者試験センターへの受

験の申請手続きが必要になります。

平成 27 年度より、基礎講習修了証に「旅客」、「貨物」を明示するようになりましたので、予約の際は、
ご希望の業種に間違いのないよう確認するようお願いします。運行管理者試験の受験資格においても、旅客・
貨物の試験区分に応じた基礎講習を修了した方と改訂されておりますのでご注意ください。

実施機関：自動車事故対策機構
１．開催日時及び場所

開催日 会　場 所在地
7 月 9 日（月） 〜 7 月 11 日（水） 鹿児島県市町村自治会館 4 階大ホール 鹿児島市鴨池新町 7-4

講習時間
1 日目　9:50 ～ 17:00 2 日目　10:00 ～ 17:00 3 日目　10:00 ～ 16:00

※受付時間　（初日）午前 9 時から 9 時 40 分まで
（注）講習を修了するためには、3日間全ての出席が必要です。

２．申込み方法（申込みは平成 30 年 4 月 10 日（火）から開始）
（1）インターネット予約

NASVA ホームページ「http://www.nasva.go.jp/」から「講習の予約はこちらから」へお進みください。
申込み後は、必ず「講習予約確認書」を印刷し、講習初日の受付時に提出してください。

（2）インターネット以外の手続き（申込みは平成 30 年 5 月 1 日（火）から定員に達するまで）
　鹿児島支所までご連絡 (099-225-0782) ください。「基礎講習受講予約申込書」を FAX します。
　必要事項を記入し、郵送（切手を添付した返信用封筒を添えて）にてお申込みください。後日「講習予約
確認書」が返送されてきますので、講習初日の受付時に提出してください。
　なお、システムの仕様により、インターネット予約優先となりますので、ご了承願います。
注： 申込は先着順で受け付けており、定員になり次第、申込みをお断りさせて頂きますので、予めご了承願

います。締め切り：平成 30 年 7 月 6 日（金）

３．携行品
（1）「講習予約確認書」
（2）受講料 8,700 円　（税込）（※初日の受付時に現金で徴収します。）
（3）写真１枚　縦 3.0cm ×横 2.4cm（既に手帳の交付を受けている方は必要ありません）
（4）運行管理者等指導講習手帳（既に手帳の交付を受けている方）
（5）筆記用具等

４．講習修了証書等の交付
　3 日間の基礎講習を全て受講し、試問の結果が一定基準に達した方に、運行管理者等
指導講習手帳（講習修了の証明）と、修了証書を交付します。

５．その他
（1）駐車場に限りがございます。なるべく、公共交通機関をご利用いただくか、お乗り合わせの上お越しくだ

さい。

実施機関：みゆき学園
１．開催日時及び場所

開催日 会　場 所在地 定員
6 月 20 日（水）〜 22 日（金） 鹿ト協大隅地区研修センター 曽於郡大崎町永吉 5080 40 名
7 月 10 日（火）〜 12 日（木） ナカムラ自動車学校 都城市五十町 4540-3 90 名

11 月 12 日（月）〜 14 日（水） 警友自動車学校 都城市都北町 7333 80 名
1 月 16 日（水）〜 18 日（金） 警友自動車学校 都城市都北町 7333 80 名

講習時間
1 日目　10:00 ～ 17:00 2 日目　10:00 ～ 15:00（旅客）13:00 ～ 17:00（貨物）3 日目　10:00 ～ 17:00
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※受付時間　（初日）午前 9 時 30 分～
（注）講習を修了するためには、3日間全ての出席が必要です。
（注）大隅地区研修センター開催分は、鹿児島県トラック協会会員のみ受講対象になります

２．申込み方法
けいゆう自動車学校ホームページ「http://www.keiyu-ds.co.jp/」から「運行管理者等指導講習」へお進み

ください。受講申込書をダウンロードして頂き、必要事項ご記入の上、FAX または郵送で㈱みゆき学園交通安
全教育センターまでお申込みください。ご送付いただいた受講申込書に「受講受付印」を押印し FAX で返信し
ます。講習実施日の 1 週間前までに必着でお願いします。

３．携行品
（1）本人確認書類（運転免許証等）
（2）受講料 8,700 円　（税込）（※初日の受付時に現金で徴収します。）
（3）写真１枚　縦 3.0cm ×横 2.4cm（既に手帳の交付を受けている方は必要ありません）
（4）運行管理者等指導講習手帳（既に手帳の交付を受けている方）
（5）筆記用具等

４．受講時のご注意
（1） 受講当日は開始時間に遅れないようにお越しください。遅刻された場合、受講が出来ませんのであらかじ

めご了承ください。
（2）お申込み後に受講者の変更又はキャンセルの場合は必ず事前にご連絡ください。
（3）駐車場に限りがありますので、できるだけ乗合せてお越しください。
（4） 全てのカリキュラムを受講された方に対し、修了証交付します。一部欠席等がありますと修了証の発行は

できず、料金の返金もできませんのであらかじめご了承ください。

実施機関：串木野自動車教習所
１．開催日時及び場所

開催日 会　場 所在地

7 月 5 日（木）〜 7 日（土） ホテルアクシアくしきの いちき串木野市長崎町 101

10 月 11 日（木）〜 13 日（土） ホテルアクシアくしきの いちき串木野市長崎町 101

講習時間
1 日目　10:00 ～ 16:40 2 日目　10:00 ～ 16:40 3 日目　10:00 ～ 14:40

※受付時間　（初日）午前 9 時～
（注）講習を修了するためには、3日間全ての出席が必要です。

２．申込み方法
串木野自動車教習所ホームページ「http://www.kushikino.co.jp/」から「運行管理者等指導講習」へお進み

ください。受講申込書をダウンロードして頂き、必要事項をご記入の上、FAX または郵送で、有限会社 串木野
自動車教習所までお申込みください。ご送付いただいた受講申込書に「申込受付印」を押印し FAX で返信しま
す。講習実施日の 1 週間前までに必着でお願いします。

３．携行品
（1）「受付印済申込書」（コピー可）
（2）本人確認書類（運転免許証等）
（3）受講料 8,700 円　（税込）（※初日の受付時に現金で徴収します。）
（4）写真 1 枚　縦 3.0cm ×横 2.4cm（既に手帳の交付を受けている方は必要ありません）
（5）運行管理者等指導講習手帳（既に手帳の交付を受けている方）
（6）筆記用具等

４．受講時のご注意
（1） 受講当日は開始時間に遅れないようにお越しください。遅刻された場合、受講が出来ませんのであらかじ

めご了承ください。
（2）お申込み後に受講者の変更又はキャンセルの場合は必ず事前にご連絡ください。
（3）駐車場に限りがありますので、できるだけ乗合せてお越しください。
（4） 全てのカリキュラムを受講された方に対し、修了証交付します。一部欠席等がありますと修了証の発行は

できず、料金の返金もできませんのであらかじめご了承ください。

【問合せ先及び申込書送付先】
独立行政法人　自動車事故対策機構鹿児島支所 株式会社　 有限会社串木野自動車教習所
〒８９２－０８３８ みゆき学園　交通安全教育センター 〒896-0005　
鹿児島市新屋敷町１６－４０１公社ビル４２０号 〒８８５－０００４　都城市都北町７３３３ いちき串木野市西塩田町63-2
TEL：099-225-0782 TEL:0986-38-1001　 TEL：0996-32-9222
FAX:099-225-0783 FAX:0986-38-0908 FAX：0996-33-0094
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お知らせ掲示板

整備管理者「選任前」研修のご案内

整備管理者「選任前」研修が下記のとおり実施されます。受講該当者及び受講希望者は、

別紙 の受講申込書（事前申込）に必要事項等ご記入の上、７月 10 日（火）【厳守】までに、
FAX（下記参照）で鹿児島県トラック協会にお申込みください。
注１：受講された方は、再度受講の必要はありません。
注２：整備士の資格を持っている方は、受講の必要はありません。

1．日　　時

平成 30 年７月 18 日（水）13 時 30 分から 17 時 00 分

2．場　　所
鹿児島県トラック研修センター
　　　　　　　　　（鹿児島市谷山港２丁目４－ 15）

3．定　　員
100 名（定員になり次第、締切とします）

4．研修内容
　①整備管理者制度の趣旨、目的について
　②整備管理者の法定業務について
　③その他

5．そ の 他　
①受講者は当日「運転免許証」等本人確認が出来るものをご持参ください。
②研修受講者には、修了証明書が交付されます。
③ 駐車場については、鹿児島運輸支局構内（鹿児島市谷山港 2 丁目 4 － 1）に駐

車ください。研修会場には駐車できませんので、ご注意ください。

【お問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　適正化事業課
TEL:099-210-9498　FAX:099-262-5500
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お知らせ掲示板

一般財団法人環境優良車普及機構（LEVO）おいて、低炭素型ディーゼルトラックを導入
する中小トラック事業者に対して標記の補助金を交付する事業が実施されます。

平成30年度｢低炭素型ディーゼルトラック
普及加速化事業」のお知らせ
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お知らせ掲示板

概要

・受付期間：平成 30 年 6 月 11 日〜平成 31 年 1 月 31 日まで
・申請台数：1 事業者あたり 1 台
・予算額：約 28 億円
・廃車を伴わなくても補助金申請ができます。（廃車の有無により補助金額は異なります）
・ リースの場合は、リース会社（所有者）が申請者となり、リース料金の減額によって

運送事業者に補助金を還元します。
・ 審査は申込み順に行いますが、予算残額が 2 割程度に達した場合には

当該日付以降は申込み順の審査は行わず、当該日付から平成 31 年 1
月 31 日までに申込みのあったすべての申請を対象に審査を行います。
また予算残額を超える申請があった場合には、抽選により補助事業者
を決定します。

・受付状況、予算残額は、弊機構ホームページをご覧ください。

参考：基準額

・基準額は、車型区分・廃車の有無によって異なります。（下表参照）

基準額
車型区分

（車両総重量）

廃車の有無（要件は下記を参照）

廃車有 廃車無

大型（12t 超） 75 万円 50 万円

中型（7.5t 超～ 12t 以下） 42 万円 28 万円

小型（3.5t 超～ 7.5t 以下） 15 万円 10 万円

廃車要件（廃車を伴う場合）

・平成 18 年度以前初度登録の事業用トラックであること
・平成 30 年 4 月 2 日〜平成 31 年 1 月 31 日の間に廃車（永久抹消）するもの
・所有者名が新車登録する車両の所有者名（リースの場合は使用者名）と同一であること
・導入する車両と同じ車型区分以上であること
・廃車するまで過去 1 年、継続して原則自社で事業用トラックとして使用していたもの
・ 廃車日の 6 カ月前の期日における自動車検査証が有効であり、一定距離の走行をし

ていることその他詳細は、弊機構ホームページを参照ください。

【お問合せ】
一般財団法人 環境優良車普及機構 低炭素型ディーゼル車普及事業執行グループ
TEL：03（5341）4577　　FAX：03（5341）4578
メールアドレス：hojokin@levo.or.jp
ホームページ http://www.levo.or.jp/
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お知らせ掲示板

厚生労働省では、離職率低下に取り組む事業主への職場定着支援助成金による支援を実施
していますので、お知らせします。

詳細は、厚生労働省ホームページをご確認ください。

職場定着支援助成金のご案内

職場定着支援助成金
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お知らせ掲示板

様々な経営課題を抱える中小トラック運送事業者の皆様の経営改善のため、全ト協標準経
営診断システムによる 「総合的な経営診断（ステップ 1）」、「経営改善相談（ステップ 2）」
の 2 ステップ方式で経営改善を図る経営診断事業を実施します。

トラック運送事業の経営診断に豊富な経験を持つ専門家による診断を受けられた場合、経
営診断・経営改善相談費用の一部を全日本トラック協会が助成しますので、是非ご活用くだ
さい。

◆申請受付期間　平成 30 年 6 月 1 日（金）〜平成 31 年 2 月 28 日（木）
※予算枠に達した場合は、その時点で締め切りとなります。

◆助成要件
全ト協または県ト協が推薦する中小企業診断士等が実施する「全ト協標準経営診断システ
ム」による診断を受診すること。

◆申請書ダウンロード先

【申請・お問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課
TEL：099-261-1167

平成30年度中小トラック運送事業者のための
「経営診断事業」のご案内

全日本トラック協会　平成30年度経営診断事業
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お知らせ掲示板

国土交通省及び自動車関係 33 団体で構成する「不正改造防止推進協議会」では、年間を
通じて標記運動を実施していますが、平成 30 年 6 月 1 日（金）から 6 月 30 日（土）ま
での 1 ヶ月間を「不正改造車排除強化月間」とし、特に重点をおいて運動を実施しています。

暴走行為、過積載等を目的とした不正改造車は、安全を脅かし道路交通の秩序を乱すとと
もに排出ガスによる大気汚染、騒音等の環境悪化の要因の一つとなっていることから、社会
的にもその排除が強く求められています。

「不正改造防止自主点検票」を活用し、所有車両等について定期的な自主点検の実施に努
めるよう、お願いします。

｢不正改造車排除運動｣実施のお知らせ
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お知らせ掲示板

不 正 改 造 防 止 自 主 点 検 票

点 検 の
実 施 日

平成　  年　  月　  日
点 検 の
実 施 者

職 責

氏 名

事 業 者 名

事 業 場 名

点 検 事 項 点　検　内　容
チ ェ ッ ク 欄
適 要 改 善

事業場関係
者の所有車
両等の状況

不 正 改 造 車 両 の 有 無

社用車 無 有（　　　 台）

従業員車両 無 有（　　　 台）

販売車両 無 有（　　　 台）

その他 無 有（　　　 台）

不正改造防
止について
の事業場内
の管理体制

事業場における運動実施責任者の選任状況

社用車、従業員車両及び販売車両の定期的な確認

不正改造の防止についての従業員に対する教育の
実施状況

休日・深夜等に事業場が無断使用されていないこ
との確認

不正改造の防止についてのユーザーに対する PR
の実施

不正改造車
への対応と
措 置

不正改造車両の整備の依頼があった場合における
不正改造部位の確実な復元等、ユーザーに対する
適切な対応

上記ユーザーが拒否した場合の関係機関に対する
情報提供

ユーザーから不正改造の依頼があった場合の拒否

注 1．点検実施日現在の状況を確認し、その結果をチェック欄に「レ」で記入してください。

2．点検については、事業場内において定期的に行うことをお奨めします。

整 理 番 号



お知らせ掲示板

阿久根市から、広域農道通行について次のとおり要望がありました。ご協力をお願いします。

市道阿久根出水線（広域農道）の通行に関する要望

た
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お知らせ掲示板
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お知らせ掲示板

①市道阿久根出水線（広域農道）入口

②県道 46 号（阿久根東郷線）入口付近

③県道 46 号（阿久根東郷線）入口

30



お知らせ掲示板

事業報告書及び事業実績報告書の提出について

貨物自動車運送事業者は、貨物自動車運送事業報告規則により、毎事業年度における営業
活動状況を報告する「事業報告書」と前年 4 月 1 日から 3 月 31 日までの 1 年間の輸送実
績を報告する「事業実績報告書」を提出しなければなりません。会員におかれましては、期
限までに提出されますようお願いします。未提出の場合、行政処分の対象となります。

事　業　報　告　書

①　特定貨物自動車運送事業者は除く
②　決算後 100 日以内に提出
③　事業者の控えを含めて 4 部提出（一部原本他コピー可）
④　提出先はトラック協会
　　※県外本社の場合は、主たる事務所の所在地を
　　　所轄する運輸支局長に提出

事 業 実 績 報 告 書

①　決算期に関係なく 4 月から翌年 3 月までの 1 年間で
　　計上したものを 7 月 10 日までに提出
②　事業者の控えを含めて 5 部提出（一部原本他コピー可）
③　提出先はトラック協会
　　※県外本社の場合は、主たる事務所の所在地を
　　　所轄する運輸支局長に提出

3 月決算の事業者が多いことから、この度、事業報告書及び事業実績報告書を広報誌と一
緒に皆様に送付することとなりました。既に提出済みの事業者や主たる事務所を九州管内に
設けていない事業者もあると思いますが、ご了承ください。

トラック協会を経由せずに運輸（支）局に直接提出されている事業者は、当協会の受付デー
タでは未提出となっていますので、受付印の押された控えの提出（FAX 可）をお願いします。
※用紙は、会員ネットワークからもダウンロードできます。
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お知らせ掲示板

（公社）全日本トラック協会では、人命を尊重し安全運転を心がける優秀な運転者に対し、
無事故の誇りを持たせ他の模範とするとともに、交通道徳の高揚と安全意識向上を図り、社
会的に寄与することを目的に、標記顕章を行っています。

会員の皆様におかれましては、下記顕章基準を満たされる運転者を県ト協までご推薦くだ
さい。

1．顕章の種類及び基準
現在運転者であって、運転者であった期間を通算して、次に定める期間無事故であり、

かつ無違反者であった者

（1）金十字章　　満 20 年以上（平成 10 年 6 月 1 日以前から無事故・無違反）
　（ただし、そのうちトラック運送事業の運転者として 15 年以上とする）

（2）銀十字章　　満 10 年以上（平成 10 年 6 月 2 日から平成 20 年 6 月 1 日までの期間から無事故・無違反）
　（ただし、そのうちトラック運送事業の運転者として 7 年以上とする）

※ 上記の無事故であり、かつ無違反者であった者とは、次に定める者以外の者とする。
ただし、自己の責に帰すべき理由によらない事故は無事故とする。

　①　人身に係る事故を起こした者
　②　物損事故で損害額 1 万円を越える事故を起こした者
　③　事故または違反により罰金以上の刑に処せられた者

2．期間の算定
無事故・無違反の開始年月日から平成 30 年 5 月末までの期間

3．提出書類
・推薦書
・委任状（無事故・無違反証明書申請用）
　※県ト協に準備しておりますのでお問合せください。
　※ Net-KTA 会員ネットワーク又は県ト協ホームページからもダウンロードできます。

4．提出期限
平成 30 年 8 月 9 日（木）（厳守）

5．その他
既に章を受けている方で、再び同種の章を受けることはできません。

【お問合せ及び提出先】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課
　〒891-0131　鹿児島市谷山港2-4-15
　TEL︰099-261-1167

優秀運転者顕章のご案内
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お知らせ掲示板

全ト協において、トラックドライバーの長時間労働の抑制と職業としての魅力向上を目的
に「トラック運送業界の働き方改革実現に向けたアクションプラン」が策定されました。

本アクションプランでは、トラックドライバーの長時間労働の是正と処遇改善、労働条件
の改善等を基本方針とし、罰則付き時間外労働規制の適用が開始される見込みの 2024 年度
に時間外労働年 960 時間超のトラック運転者が発生する事業者の割合が「ゼロ」となるよ
う目標が設定されています。

その内容としては、（1）「労働生産性の向上」として、荷待ち時間、荷役時間の削減や高
速道路の有効利用等、（2）「運送事業者の経営改善」として、ドライバーの処遇改善や経営
基盤の強化、（3）「適正取引の推進」として、書面化等の推進、適正運賃・料金の収受等、（4）「多
様な人材の確保・育成」として女性や高齢者、若年労働者を含む従業員が働きやすく、働き
甲斐のある職場・会社づくり、を 4 本柱とする取組を推進するものです。

全ト協ホームページに概要版が掲載されていますので、ご活用ください。

全日本トラック協会が標記調査報告を取りまとめました。
詳細は、全日本トラック協会ホームページでご確認ください。

平成 30 年 1 月〜 3 月期の業況判断指数（日銀短観 3 月）は、1 月以降の円高や原材料
価格の上昇等を背景に景況感の改善基調が一服し、景気拡大の持続に陰りが現れた。大企業・
製造業では 8 四半期ぶり（2 年ぶり）に悪化、大企業・非製造業も 6 四半期ぶり（1 年半ぶり）
に悪化となった。

こうしたなか、トラック運送業では運賃・料金の水準は回復基調で推移したものの、労働
力不足や燃料価格上昇等によるコスト増加の影響をより大きく受けたことから、営業利益お
よび経常損益は悪化した。その結果、景況感の判断指数は▲ 3.0 となり前回（2.2 から）5.2
ポイント悪化した。

なお、今後の見通しは、労働力不足や燃料価格上昇等が来期も継続して影響し、経常損益
は一段と悪化することが見込まれるため、景況感の判断指数は今回から 4.3 ポイント悪化し、
▲ 7.3 となる見込みである。

「トラック運送業界の働き方改革実現に向けた
アクションプラン」のお知らせ

「トラック運送業界の景況感（速報）
平成30年1月～3月期」の調査報告
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トラック運送事業者のための

人材確保セミナー
トラック運送業界では、人材確保対策が喫緊の課題であることから、ドライバー等

の確保、定着の参考となる標記セミナーを下記のとおり開催することとなりました。
会員の皆様におかれては、是非ご出席くださいますようお願いします。

（日　時）平成 30 年 7 月 26 日（木）　13：30 〜 15：30
（場　所）鹿児島サンロイヤルホテル　1 階「エトワール」

【第 1 部】
テーマ：鹿児島県内の運輸業等の求職状況と求人にあたっての注意点について

講　師：鹿児島労働局 職業安定部職業安定課　ご担当者 様

【第 2 部】
テーマ：人が集まる ・ 集める物流企業の創り方

〜 ドライバー採用成功事例大公開 〜

・今までの半分以下のコストで、5 倍以上ドライバーを集める方法
・毎月コンスタントに 20 名以上応募がある中小運送会社の取組み事例
・応募のないハローワーク求人票の書き方はここが間違っている！　他

講　師：㈱船井総合研究所 物流・交通グループ
　　　　グループマネージャー　エグゼクティブ経営コンサルタント
　　　　河内谷 庸高 氏

（プロフィール）
運送会社・物流会社向けにマーケティング戦

略の立案から販促・営業企画、新規事業参入等、
業績アップコンサルティングに従事。
近年は採用・定着・育成をメインテーマに活動。
ホームページを核とした求人方法で、エリア

や企業規模に関わらず、今の時代でも採用に困っ
ていない物流会社を各地で輩出。
物流企業経営研究会「ロジスティクスビジネ

ス経営研究会」を主宰。

（申込み）別紙申込書により FAX（099-261-1169）にてお申込みください。

※当日申込可 【お問合せ】
（公社）鹿児島県トラック協会 総務企画課
TEL：099-261-1167　FAX：099-261-1169
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トラック運送事業者のための

人材確保セミナー
参加申込書

（日　時）平成 30 年 7 月 26 日（木）　13：30 〜 15：30

（場　所）鹿児島サンロイヤルホテル　1 階「エトワール」

会 社 名

連 絡 先 TEL：　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　

申込者名① （役職）　　　　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　

申込者名② （役職）　　　　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　

申込者名③ （役職）　　　　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　

（公社）鹿児島県トラック協会宛　　FAX：099-261-1169
情報
BOX



平成30年度助成事業のご案内

文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。

平成30年度【労働・安全対策事業】
区
分 助成項目 助成額 

(単位：円）
予算額 

(単位：千円） 備　　　　　　　考

労
働
・
安
全
対
策
事
業

安全装置等導入促進
助成金

全ト協助成
対象機器 20,000 1,000

・1事業者10台まで�
・�側方視野確認支援装置�
（車両総重量7.5トン以上の事業用トラックの左側に側方
カメラを装着した場合に限る。）�
・�後方視野確認支援装置と側方視野確認支援装置両機能の
一体型の対象機器�4万円

上記以外の対象機器�
（後方視野確認・側方視野確認支援装置） 3,000 200 ・1台あたり取得価格（税抜）の1/2（上限3千円）�

・1事業者10台まで

衝突被害軽減ブレーキ
装置導入促進助成金

全ト協助成対象（型式）機器�
（＊国の「事故防止対策支援推進事業
（先進安全自動車（ASV）の導入に対
する支援）」の衝突被害軽減ブレーキ
装置と同一とする。）

100,000 1,500
・�中型車のみ対象　1事業者3台まで�
（＊総重量3.5トン以上、8トン未満の事業用トラック）
・1台あたり装置取得価格の1/2（上限10万円）�
＊�中小企業事業者に限る。�
（資本金3億円以下、常時使用する従業員の数300人以下）

ドライブレコーダ機器
導入促進助成金

全ト協対象機器
�・�運行管理連携型 20,000 4,200

・登録台数（除く：被けん引車）の30％まで�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）30台以下の事業者
については、1事業者10台まで

全ト協選定機器�
・標準型�
・簡易型

3,000 400
・1台あたり取得価格（税抜）の1/2�
�（標準・簡易型�上限3千円・以外の機器�上限2千円）�
・登録台数（除く：被けん引車）の30％まで�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）30台以下の事業者
については、1事業者10台まで上記以外の機器 2,000 200

アルコール検知器
増強導入促進助成金 20,000 300 ・購入またはリース費用の1/2�

・1事業者上限2万円

適性診断機器導入助成金 50,000 50 ・導入費用（税抜）の1/2�
・1事業者1セットまで・上限5万円

コボレーンシート導入助成金 30,000 200 ・導入費用の1/2（税抜）（※ダンプのみ）�
・1事業者上限3万円

貨
物
自
動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
運
転
研
修
助
成
金

安全運転研修等

（特別研修）�
全ト協指定研修施設のみ�
（安全運転C・ONGA等）

各研修機
関の受講
料参照

1,500
・受講料の7割助成�
��（残り3割及び交通費等は、各社負担）�
＊�ただし、Gマーク認定事業所は、全額助成�
（交通費等各社負担）

ONGA（1泊2日） 24,000 120
・受講料（4万8千円）の一部助成（2万4千円）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、3万4千円助成�
　（交通費等は、各社負担）

県ト協（指定）�
みゆき学園 22,000

2,000

・受講料（32,400円）の一部助成（2万2千円）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、全額助成�
　（交通費等は、各社負担）

県ト協（指定）�
マジオDS�
みゆき学園

10,000
・受講料（15,120円）の一部助成（1万円）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、全額助成�
　（交通費等は、各社負担）

初任運転者等研修
県ト協（指定）�
マジオDS�
みゆき学園

4,000 600
・受講料（9,450円）の一部助成（4千円）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、6千円助成�
　（交通費等は、各社負担）

一般運転者等研修 県ト協（指定）�
マジオDS 2,500 100

・受講料（5,400円）の一部助成（2,500円）�
＊ただし、Gマーク事業所は、3,500円助成�
　（交通費等は、各社負担）

事故・違反運転者
研修

県ト協（指定）�
マジオDS 5,000 100

・受講料（34,000円）の一部助成（5千円）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、1万円助成�
　（交通費等は、各社負担）

免許取得助成金

大型免許 100,000

7,000

・会員が負担した免許取得費用（税抜）の1/2�
��大型免許　上限10万円�
��大型免許（限定解除含む。）　上限5万円�
��けん引免許　上限5万円�
��中型免許（限定解除含む。）　上限5万円�
��準中型免許　上限5万円�
��準中型免許（限定解除）　上限3万円�
・1事業者2名まで�
＊�ただし、高等学校の新卒者の準中型免許取得（普通免許を
併せて取得する場合は、普通免許取得の費用を除く。）に
ついては、1事業者あたりの上限は設けない。

大型免許
(限定解除含む。） 50,000

けん引 50,000

中型免許
（限定解除含む。） 50,000

準中型免許 50,000

準中型免許
（限定解除） 30,000

★

★

１日研修

★
半日研修

平成 30 年度の助成事業は、下記のとおりです。
会員の皆様は、是非ご活用ください。★印は、今年度新規に追加したものです。
詳細は、鹿児島県トラック協会ホームページの「助成事業に関する規程」を確認される

か、労働・環境課又は経理課へお問合せください。

情報
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文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。

平成30年度【労働・安全対策事業】
区
分 助成項目 助成額 

(単位：円）
予算額 

(単位：千円） 備　　　　　　　考

労
働
・
安
全
対
策
事
業

突
発
性
運
転
不
能
障
害
疾
患
予
防
対
策
助
成
金

睡眠時無呼吸症候群�
スクリーニング検査等�
助成金　（精密検査含む。）�
※事前申請が必要です。�
（精密除く。）

一次・二次検査 5,000 1,200
・�登録台数（除く：被けん引車）50両未満の場合　1事業者20名まで
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）20台未満の場合は、�登録台
数（除く：被けん引）�まで

・�登録台数（除く：被けん引車）50両以上の場合　1事業者30名まで

精密検査 10,000 50・精密検査費用�上限1万円�・1事業者2名まで

健康診断助成金�
（定期健康診断） 定期健康診断 1,500 3,000

・�登録台数（除く：被けん引車）50両未満の場合　1事業者15名（上限）ま
で
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）15台未満の場合は、登録台数（除
く：被けん引）まで

・�登録台数（除く：被けん引車）50両以上の場合　1事業者上限30名まで�
（共通）常時選任運転者1人あたり�上限1，500円（1人につき年度1回の
み）

【新規】�
血圧計導入促進助成金

全ト協助成対象機器�
全自動血圧計（業務用） 50,000 1,000

・取得価格（税抜）の1/2　上限5万円�
・1事業所1台まで�
＊中小企業事業者に限る。�
　（資本金3億円以下、従業員300人以下）

脳ドック・心臓ドック検査 脳ドック・心臓ドック検査 10,000
200

・1事業者2名まで
てんかん検査 てんかん検査 5,000 ・1事業者2名まで

適性診断受診助成金

一般診断（2360名） 1,150 2,714・2,300円の半額助成（1,150円）���（上限：1事業者登録車両数1.2倍まで）

初任診断（1000名） 1,150 1,150・4,700円の一部助成（1,150円）
適齢診断（130名） 1,150 150・4,700円の一部助成（1,150円）

運転経歴証明書申請助成金 運転記録証明書 630 5,300 全額助成　1事業者登録車両数1.2倍まで
運行管理者等一般講習受診助成金 一般講習 3,100 3,100 全額助成
セーフティー・チャレンジ
交通安全コンテスト参加助成金 参加費 1,650 660 1チームあたり参加費の一部助成（1,650円）

平成30年度 【環境・エネルギー対策事業】

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
|
対
策
事
業

環境対応車導入促進助成金�
※事前申請が必要です。

天然ガス車
2トン�

234,000�
4トン�

600,000
386

・全体（CNG・ハイブリッド）を通して1事業者1台まで�
��2トン　234,000円�/�4トン　600,000円�
��（＊H29年度助成額）�
＊国の定める価格差によって変更になる場合があります。

ハイブリッド車
2トン�
193,000�
4 トン�
431,000

・全体（CNG・ハイブリッド）を通して1事業者1台まで�
�2トン　193,000円（＊H29年度助成額）�
�4トン　431,000円（　　　〃　　　　）�
＊国の定める価格差によって変更になる場合があります。

EMS用機器導入促進助成金 全ト協選定機器 10,000 500・1事業者 5台まで

アイドリングストップ支援
機器導入助成金

（全ト協助成対象機器）�
エアヒータ・車載バッ
テリー式冷房装置

60,000 120
（全ト協助成対象機器）�
・機器取得価格（税抜）の1/2（上限6万円）�
・1事業者1台まで

蓄冷クーラー 20,000

200

（県ト協）�
・購入費用（税抜）の1/2（上限2万）�
・1事業者2台まで�

蓄熱マット（ベット）
電気毛布 5,000

（県ト協）�
購入費用（税抜）の1/2（上限5千円）�
（マット・毛布）を含めて枚（台）数は登録台数（除く：被けん
引）の30％以内�
※ただし、1事業者10枚まで

エコタイヤ導入促進助成金 1,000 1,000・1本あたり 1,000 円�・1事業者 50本まで

グリーン経営認証制度促進
助成金

新規認証 30,000
700・�新規認証及び更新認証あわせて 1事業者の申請は、1回のみとする。更新認証 20,000

平成 30 年度　【経営・近代化促進事業】

経
営
・
近
代
化
促
進
事
業

自家用燃料供給施設
整備支援助成事業

新設 1,000,000 2,000 ※公募期間あり�
但し、公募期間初日に申請が予算総額を超過した際には、
1件あたりの助成金額を減額する場合がある。
なお、予算額に達した場合は、その時点で申請受付を終了する。増設 300,000 300

中小企業大学校講座受講促進
助成金

中小企業大学校の定
めた研修 ー 300 短期講座：受講料の 2/3�長期講座：受講料の 1/3

信用保証料助成金 信用保証協会�保証
料 ー 300 1事業者保証料1/2（上限10万）

★
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平成 30 年度は以下の助成事業が新たに追加・変更されていますので、抜粋
してお知らせします。
※赤文字は追加、変更箇所を示します。

助成事業 概要

安全装置等
導入促進
助成金

（全ト協指定） 
対象機器

①後方視野確認支援装置 
②側方視野確認支援装置 
　※�車両総重量 7.5 トン以上の事業用トラックに装着した場合に限る
③呼気吹き込み式アルコールインターロック装置 
④ �IT 機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型アルコール検知器（G マーク

認定事業所に限る）

（全ト協指定外）
対象機器

後方視野確認支援装置及び側方視野確認支援装置

（全ト協指定） 
助成金額

・1 台につき 20,000 円 
・�後方視野支援装置と側方視野確認支援装置両機能を備えた対象機器の場合 40,000 円

（全ト協指定外）
助成金額

・1 台あたり取得価格（税抜）の 1/2（上限 3,000 円） 
・1 事業者 10 台まで

昨年度からの
変更点

・全ト協指定機器 1 台につき　10,000 円 ⇒ 20,000 円
・後方支援装置と側方視野確認支援装置両機能を備えた対象機器の場合
　20,000 円⇒ 40,000 円
・全ト協指定外の機器導入に対する助成を開始　

ドライブレコーダ
機器導入

促進助成金

対象機器

①運行管理連携型（全ト協指定） 
②標準型（全ト協指定） 
③簡易型（全ト協指定） 
④全ト協指定外の機器

助成金額

・①は 1 台につき 20,000 円、②及び③は 1 台につき 3,000 円
・④は 1 台につき 2,000 円

【上限台数：①の場合】 
・登録台数（除く：被けん引車）の 30％まで 
・�登録台数（除く：被けん引車）30 台以下の事業者は、1 事業者 10 台まで

【上限台数：②〜④の場合】 
・登録台数（除く：被けん引車）の 30％まで 
・�登録台数（除く：被けん引車）30 台以下の事業者は、1 事業者 10 台まで

昨年度からの
変更点

・全ト協指定外の機器導入に対する助成を開始 
・上限台数の引上げ　

衝突被害軽減 
ブレーキ装置導入

促進助成金

対象機器

総重量 3.5 トン以上、8 トン未満の事業用トラックへ装着された衝突被害軽減ブレーキ 
※新車新規登録の車両 
※�国の事故防止対策支援推進事業（先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援）の衝

突被害軽減ブレーキ装置と同一とする。
※中小企業事業者に限る。国の助成金との併用は妨げない。

助成金額 ・取得価格の 1/2　上限 100,000 円

昨年度からの
変更点

・助成金額の上限　50,000 円⇒ 100,000 円
・助成台数の上限　2 台⇒ 3 台

情報
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助成事業 概要

安全運転
研修等

内容 ドライバー等に対する安全教育

助成金額

・全ト協指定研修　受講料の 7 割（ただし、G マーク認定事業所の場合、受講料の全額）
・県ト協指定研修 
  （1 泊 2 日研修）【ONGA】 
  受講料（48,000 円）の一部助成（24,000 円） 
  G マーク認定事業所　34,000 円助成 
  （1 日研修）【みゆき学園】 
  受講料（32,400 円）の一部助成（22,000 円） 
  G マーク認定事業所　全額助成 
  （半日研修）【マジオ・みゆき学園・空港自動車学校】 
  受講料（15,120 円）の一部助成（10,000 円） 
  G マーク認定事業所　全額助成

安全運転
研修等

昨年度からの
変更点

・全ト協指定研修施設　追加（青森県・群馬県・宮城県）
・1 泊 2 日研修　再開　（県ト協指定 ONGA）
・半日研修施設　追加（みゆき学園・空港自動車学校）
・各研修の助成額

初任運転者
等研修

内容 初任運転者等に対する教育研修

助成金額
受講料（9,450 円）のうち一部助成（4,000 円） 
G マーク認定事業所　6,000 円助成

昨年度からの
変更点

・ONGA　初任運転者教育研修（指導監督者）　廃止
・G マーク認定事業所に対するインセンティブ付与

一般運転者
等研修

内容 一般運転者等に対する指導指針に基づく教育研修

助成金額
受講料（5,400 円）のうち一部助成（2,500 円） 
G マーク認定事業所　3,500 円助成

昨年度からの
変更点

・G マーク認定事業所に対するインセンティブ付与

事故・違反
運転者研修

内容 事故・違反運転者に対する研修

助成金額
受講料（34,000 円）のうち一部助成（5,000 円） 
G マーク認定事業所　10,000 円助成

昨年度からの
変更点

・G マーク認定事業所に対するインセンティブ付与

血圧計導入
促進助成金

対象機器 全ト協指定機器

助成金額
・取得価格（税抜）の 1/2　上限 50,000 円 
・1 事業所 1 台まで 
※中小企業事業者に限る。

昨年度からの
変更点

新規事業

中小企業大
学校講座

受講促進助
成金

内容 平成 29 年度同様

助成金額 短期講座（受講料の 3 分の 2 を助成）、長期講座（受講料の 3 分の 1 を助成）

昨年度からの
変更点

・助成対象講座　長期講座　追加　（※ただし、助成金額は受講料の 3 分の 1）
・助成金申請時にアンケート（写）を提出

※赤文字は追加、変更箇所を示しています。 
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第36回トラックドライバー・コンテスト
鹿児島県大会のご案内

目　　的
事業用トラックドライバーに求められる高度な運転技能と、関係法令及び車両構造

等に係る専門的な知識を競い、他の模範となることで、社会的責務を担うトラックド
ライバーとしての自覚と誇りを持たせ、業界を挙げた安全意識の高揚と交通事故防止
活動の推進に資することを目的とする。

主　　催
公益社団法人鹿児島県トラック協会

後　　援
九州運輸局鹿児島運輸支局（予定）
鹿児島県警察（予定）

日　　時
平成 30 年 7 月 8 日（日）　9:00 〜 12:00

場　　所
鹿児島県トラック研修センター
鹿児島市谷山港 2 － 4 － 15　TEL：099-261-1167

参加資格
（1 ）公益社団法人鹿児島県トラック協会会員事業所に勤務する従業員で勤務成績が

優秀であり、出場推薦日において過去 3 年間人身事故を起こしたことがなく、か
つ過去 1 年間無事故、無違反であること。

（2 ）過去に全国大会の各部門（第 35 回までの一般部門の各クラスを含む）で優勝
した者、総務庁長官賞又は内閣官房長官賞受賞者及び既に全国大会の各部門を通
じて 2 回出場している者は出場することができない。ただし、全国大会の第 32
回（平成 12 年度）以前にトレーラ又は女性部門に出場した回数はこれに含めない。

（3 ）競技部門は 11 トン車部門、4 トン車部門、トレーラ部門、女性部門とする。また、
重複して他部門に出場することはできない。

（4 ）出場申込み者多数の場合は、実行委員会において審査の上、選定するものとする。

競　　技
筆記試験のみ・・・法規（道路交通法）、構造機能、運転常識

参加申込方法
①申込みは、別紙申込書により、当協会あてにご提出ください。
②「運転経歴証明書一括代理申請書」を添付ください。

申込締切日
平成 30 年 6 月 22 日（金）（必着）
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社会保険労務士による労務相談の実施

関係法令等の改正や労務問題等への対応等について相談をできるよう、社会保険労

務士の労務相談を実施します。

会員の皆様の利便性を考慮し、電話、FAX 及びメールまたは社会保険労務士事務所

への訪問による相談が可能です。

労務相談を希望される会員様は、直接下記の電話または FAX 及びメールにてご連絡

をお願いいたします。なお、労務相談について、無料※ 1 です。

注 1：相談内容等によって、別途費用が必要となる場合については、事前協議します。

記

1．期　　間 平成 30 年 4 月 1 日（日）～平成 31 年 3 月 31 日（日）

 ※ただし、日・祝日等委託先の休みの日を除く。

2．時　　間 8 時 30 分～ 17 時 30 分（労務相談）

3．委 託 先 株式会社労務管理

 （鹿児島市下荒田 1-41-8　ユーミーリンクビル 4F）

4．電話番号・FAX・メールアドレス

 電話番号　099-253-5190　FAX　099-253-5103

 メールアドレス　 soumusouken@po2.synapse.ne.jp

5．相談担当者 石走啓一社会保険労務士

 他、株式会社労務管理に在籍する社会保険労務士
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平成30年度自家用燃料供給施設
整備支援事業助成金のご案内

　燃料の安定的な確保に取り組む（公社）鹿児島県トラック協会会員事業者（定款第
5 条（1）普通会員の（ア）に限る。）が自家用燃料供給施設の新設もしくは増設又は
増設を伴う代替（以下「増設」という。）を行う場合、その費用の一部を助成します。

①今年度から割賦での購入の場合も助成金対象となりました。
② 「自家用燃料供給施設整備に必要な資金」は、全日本トラック協会が行う「燃料費

対策特別融資」の対象となりますので併せてご検討ください。
③ トラック運送事業協同組合及びトラック運送事業協同組合連合会の方も助成対象に

なりますが、直接全日本トラック協会へ申請してください。

1. 主な助成要件

指定数量（1,000 リットル）以上の軽油専用タンクの設置
を伴う自家用燃料供給施設の新設、増設又は増設を伴う代替え
を行い、平成 30 年 4 月 1 日〜平成 31 年 2 月 28 日までに
市町村（各市町村地区消防組合等）より危険物取扱所の完成検
査済証の交付を受け、当該設備の支払いを完了（支払い完了に
は、割賦販売契約により導入した場合を含む。）するもの。

2. 助成対象者

（公社）鹿児島県トラック協会会員事業者（定款第 5 条（1）
普通会員の（ア）に限る。）
※ トラック運送事業協同組合及びトラック運送事業協同組合連

合会は、直接全日本トラック協会へ申請してください。

注 1）交付申請は年度内 1 施設限りとする。
注 2） 過去（平成 20 年〜 26 年度及び平成 28・29 年度）に（公

社）全日本トラック協会から同事業による助成金の交付を受
けた会員事業者、協同組合・連合会は、助成対象外とする。

3. 助成金額

・軽油供給施設の新設　100 万円

・軽油専用タンクの増設　　30 万円

※ ただし、公募期間初日に申請が予算総額を超過した場合は、
1 件あたりの助成金額を減額する場合がある。

4. 公募期間
平成 30 年 8 月 1 日（水）～ 10 月 31 日（水）
※予算額に達した場合は、その時点で申請受付を終了する。

5. 申込方法

所定の申込書に必要書類を添付し公募期間内に申し込むこと。
（申込書は鹿児島県トラック協会、全日本トラック協会ホーム
ページからもダウンロードできます）

詳細は、次ページをご覧ください。

6 . 申込・お問合せ先
（公社）鹿児島県トラック協会　経理課
TEL：099-261-1167

7. その他
その他の詳細事項は、全日本トラック協会の「自家用燃料供

給施設整備支援事業助成金交付要綱」、「自家用燃料供給施設整
備支援事業助成金交付要綱実施細目」の定めるところによる。
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平成30年度中央近代化基金
「燃料費対策特別融資」公募のご案内

（公社）全日本トラック協会が利子補給を行う融資制度です。
※先着順となっていますので、早目の申込みをお願いします。
※ 今年度、鹿児島県ト協の「ポスト新長期規制融資」を利用された方、利用予定の方もお

申込みできますので、事前にご連絡ください。

 1．公募融資枠 40 億円（全ト協枠）・・・先着順

 2．公募期間

平成 30 年 7 月 2 日（月）から平成 30 年 9 月 28 日（金）…全ト協公
募期間
但し、公募枠の 40 億円に達し次第申込みの受付を締め切る（全日本ト
ラック協会への先着順）
※ 当協会では別途公募期間を下記のとおり設定して、先着順で受付し全

日本トラック協会へ推薦いたします。但し、全日本トラック協会の公
募枠に達した時点で、公募を打ち切ります。

① 6 月 1 日～ 30 日 ② 7 月 1 日～ 15 日 ③ 7 月 16 日～ 31 日
④ 8 月 1 日～ 15 日 ⑤ 8 月 16 日～ 31 日 ⑥ 9 月 1 日～ 15 日
⑦ 9 月 16 日～ 28 日

 3．融資推薦対象者

（公社）鹿児島県トラック協会の会員で貨物自動車運送事業法の許可を
受けた運送事業者、その共同体及びその持株会社（傘下の貨物自動車運
送事業者に係る資金調達を行う者に限る）であって、商工組合中央金庫（以
下「商工中金」という）との取引資格のある者（予定を含む）。

 4．推薦対象資金
① ポスト新長期規制適合車又は、平成 28 年度排出ガス規制適合車で平

成 27 年度燃費基準を達成した車両の導入に必要な設備資金
②自家用燃料供給施設整備に必要な設備資金

 5．推薦融資の条件

（1）融資限度 個別企業体・共同体とも 2 千万円
（2）融資利率 取扱金融機関の所定利率（最優遇利率適用）による。

※金利（利子補給後）…0.7％（平成 29 年 7 月 11 日時点：変動あり）
（3）償還期間 ①車両：5 年以内　②自家用燃料供給施設：8 年以内
 （どちらも据置期間 6 ヵ月以内）。

（4）担保・保証人 取扱金融機関の定めるところによる。

 6. 利子補給

①利子補給率　個別企業体・共同体とも　　年 0.3％
② 利子補給限度額　１事業者に対する利子補給は、中央近代化基金融資

総額で２千万円を限度とする。（ただし、全額償還された融資に係る利子補
給額を除く）

 7 . 推薦適否決定通
知予定日

①平成 30 年 8 月 14 日（火）　②平成 30 年 9 月 14 日（金）
③平成 30 年 10 月 19 日（金）

 8. 取扱金融機関 商工中金の本支店

 9. 申込方法
所定の申込書に見積書（写）を添付し公募期間内に申し込むこと。

（申込書は鹿児島県トラック協会ホームページからもダウンロードできます）

10 . 推薦通知書の有
効期限

平成 31 年 3 月末日

11 ．申込・お問合せ先 （公社）鹿児島県トラック協会　経理課　TEL：099-261-1167

12．その他
その他の事項は、全日本トラック協会の「近代化基金運営要領」及び「中
央近代化基金事務取扱細則」の定めるところによる。
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平成30年度中央近代化基金
「補完融資」公募のご案内

（公社）全日本トラック協会が利子補給を行う融資制度です。

 1．公募融資総枠 30 億円

 2．公募期間
平成 30 年 6 月 15 日（金）から平成 30 年 11 月 30 日（金）
但し、公募枠の 30 億円に達し次第申込みの受付を締め切る。

 3．融資推薦対象者

（公社）鹿児島県トラック協会の会員で貨物自動車運送事業法の許可を
受けた運送事業者、その共同体及びその持株会社（傘下の貨物自動車運
送事業者に係る資金調達を行う者に限る）であって、商工組合中央金庫（以
下「商工中金」という）との取引資格のある者（予定を含む）。

 4．推薦対象事業

（1）トラックターミナル・配送センター等の物流施設の整備に要する資金
　① 近代化・合理化の為の事務機器等設置購入資金　②「補修・改修」に要

する資金
（2）人材確保及び生産性向上のための設備
　① 福利厚生施設の整備に要する資金（男女別施設（トイレ・更衣室・休憩室等）
　②荷役機械購入に要する資金（テールゲートリフターの設置を含む）
※車両購入及び改造は除く

 5．推薦融資の条件

※ 右記以外の条件に
ついては、別途公
募要綱に記載。

（1）融資限度 ＜一般・物流効率化促進＞
 事業規模が 1 億円以上の大規模プロジェクト
  申込み事業者の平成 30 年度以降の投資額の 30％

以内で、未払金額の範囲内とする。ただし、上限金
額は 5 億円とし、投資額の 30％が 5 千万円未満の
場合は、5 千万円とする。

（2）融資利率  取扱金融機関の所定利率（最優遇利率適用）による。
 ※参考：直近の貸出金利…1.0％

（3）償還期間  10 年以内（法定耐用年数が 10 年を下回る設備は、
法定耐用年数以内）ただし、主設備と同時に付帯設
備投資（事務機器・荷役機械等）をする場合、その
付帯設備については、主設備と同一の償還期間を認
める。（据置期間 6 ヵ月以内）。

（4）担保・保証人  取扱金融機関の定めるところによる。

 6．利子補給

①利子補給率　個別企業体・共同体とも　　年 0.3％
② 利子補給限度額　1 事業者に対する利子補給は、中央近代化基金融資

総額で 2 千万円を限度とする。（ただし、全額償還された融資に係る
利子補給額を除く）

 7 ．推薦適否決定通
知予定日

①平成 30 年 7 月 31 日（火）　②平成 30 年 8 月 31 日（金）
③平成 30 年 9 月 28 日（金）　④平成 30 年 10 月 31 日（水）
⑤平成 30 年 12 月 7 日（金）

 8．取扱金融機関 商工中金の本支店

 9．申込方法 所定の申込書に見積書（写）を添付し公募期間内に申し込むこと。
（申込書は鹿児島県トラック協会ホームページからもダウンロードできます）

10 ．推薦通知書の有
効期限

平成 31 年 3 月末日、但し 2 ヶ年度にわたり一体的な整備が必要な不動
産投資等については平成 32 年 3 月末日。

11 ．申込・お問合せ先 （公社）鹿児島県トラック協会　経理課　TEL：099-261-1167

12．その他
その他の事項は、公募要綱、全日本トラック協会の「近代化基金運営要領」
及び「中央近代化基金事務取扱細則」の定めるところによる。
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平成30年度中小企業大学校受講促進制度及び
トラック運送業に特化した研修のご案内

業界における経営管理者層の資質の更なる向上を図り、経営基盤の一層の強化を目指す観点
から、会員事業者の経営者・管理者等を対象に、中小企業大学校において実施される経営戦略
等の講座を受講された場合、受講料の３分の２または 3 分の１を助成します。

●制度の対象となる講座

（１）トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座 （２）実践的な財務管理、利益計画等に関する講座

（３）管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座 （４）女性リーダーの能力開発等に関する講座

（５）情報化、システム構築に関する講座 （６）その他物流事業にかかわる講座

●手続きフロー

※ 1 会員からの複数の申込みも妨げませんが、申込みが多い場合は人数を調整します。（ただし、定款第５条（1）
普通会員の「イ」にあたっては、１名とします。）

※「受講申請通知書」「誓約書」「受講修了通知書」は県ト協ホームページからもダウンロードできます。
※今年度から、受講修了後の助成金申請時に、中小企業大学校で記入したアンケートの（写）もご提出ください。

受講料３分の２（長期講座は3分の１）を助成します！

①別紙「受講申請通知書」、「誓約書」を提出

②受講承認通知

③講座の申込み及び受講料の納付。受講

④受講終了後、「受講修了通知書」、「受講修了証書（写）」、「振
込金受取書（写）」 、 「アンケート（写）」を添えて助成金申請

⑤助成金の支払い

会員事業者

県ト協

中小企業大学校

県ト協

【
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

※ はトラック運送業に特化した研修です。
※申込締切日は原則、受講日の 20 日前までとなります。
※申込み状況については、事前にお問合せください。

研修分野 コース No. 研修テーマ 実施期間 期  間 定員
（名）

受講料
（税込 / 円）

企
業
経
営
・
経
営
戦
略

10 社内を活性化する IT 活用 H30.  7.18 ～   7.19 2 日間 35 22,000
13 成功するための経営戦略の策定とその実践 H30.  9.  4 ～   9.  6 3 日間 30 31,000

14 利益を生み出す業務改革・トラック運送業 H30.  9.11 ～ 10.10 4 日間 
（2 日間 ×2 回） 20 35,000

15 真の顧客満足につながる、サービス価値向上講座 H30.  9.19 ～   9.20 2 日間 35 22,000
22 売れ続ける関係を創る！企業の魅力の伝え方 H30.11.  8 ～ 11.  9 2 日間 35 22,000
23 新任管理者研修【沖縄教室】 ※校外研修 H30.11.  8 ～ 11.  9 2 日間 30 22,000
28 女性管理者養成研修 H31.  1.23 ～   1.25 3 日間 25 31,000
29 九州・沖縄経営者塾【宮崎教室】 ※校外研修 H31.  1.23 1 日間 30 16,000
32 次世代トップリーダーが学ぶ経営力強化講座 H31.  2.13 ～   2.15 3 日間 30 31,000

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

9 組織力を高めるコミュニケーション強化講座 H30.  7.11 ～   7.13 3 日間 30 31,000
11 新任管理者の自己革新研修 H30.  7.24 ～   7.26 3 日間 35 31,000
16 管理者のリーダーシップ強化講座 H30.10.  2 ～ 10.  4 3 日間 35 31,000

21 部下指導の考え方・進め方 【能力強化シリーズ ②】 H30.11.  5 ～ 12.  4 4 日間 
（2 日間 ×2 回） 30 35,000

25 チームマネジメント強化講座 【能力強化シリーズ ③】 H31.  1.  9 ～   1.11 3 日間 30 31,000

7 社員と組織を成長させる人事制度構築 H30.  6.  7 ～   7.10 4 日間 
（2 日間 ×2 回） 25 35,000

18 会社を強くする人事・労務管理 H30.10.15 ～ 10.17 3 日間 30 31,000
財
務
管
理

8 利益を生み出す会計情報活用法【沖縄教室】 ※校外研修 H30.  6.20 1 日間 30 16,000
17 業務に活かす　財務分析実践講座 【財務管理シリーズ ②】 H30.10.10 ～ 10.12 3 日間 25 31,000

27 目標を実現する 利益 ･ 資金計画の考え方と進め方 【財務管理シリーズ ③】 H31.  1.21 ～   2.22 4 日間 
（2 日間 ×2 回） 30 38,000

20 成果が出る提案営業の実践法 【営業管理シリーズ ②】 H30.10.25 ～ 11.21 4 日間 
（2 日間 ×2 回） 25 35,000

26 可能性を切り拓く新規顧客開拓 【営業管理シリーズ ③】 H31.  1.16 ～   1.18 3 日間 30 31,000

31 売れる顧客が見える！攻めの営業計画の作り方 H31.  2.  7 ～   3.  6 4 日間 
（2 日間 ×2 回） 25 35,000

管理者養成 101 経営管理者養成コース　【第 22 期】〈長期講座〉 H30. 7.17 ～ 12.14 24 日間
（4日間 ×6回） 20 293,000

人
事
組
織

販
売
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

商
品
開
発
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中小企業大学校人吉校のトラック運送業に特化した研修案内
【利益を産み出す業務改革・トラック運送業】
〜荷主に選ばれる会社となるための、業務改善の進め方〜

トラック運送業においては、車両運行と荷役等の人によるサービス供与のウエイト
が高いこと、膨大な取引情報の管理が必要という特徴から、業務改善を常に求められ
ています。特に、運行管理や荷主向け輸送サービスの効率化やコスト問題への対応は
喫緊の課題です。

この研修では、コスト・収益の見直しや IT 活用等による業務改革の進め方、それら
を自社で取り組むための計画づくりと実践の手法について学んでいただきます。

日　時
平成 30 年 9 月 11 日（火）9:15 〜 12 日（水）16:30
平成 30 年 10 月 9 日（火）9:30 〜 10 日（水）17:10
※計 4 日間コース・定員 20 名（南九州 4 県）

場　所 中小企業大学校人吉校（熊本県人吉市鬼木町梢山 1769-1）

受講料 35,000 円　うち、3 分の 2（23,400 円をトラック協会が助成します）
※事業者負担…11,600 円

1．助成対象者
 経営幹部・管理者

当協会会員である法定中小企業者（資本金 3 億円以下又は常傭従業員 300 人以
下）の経営者、後継者および管理者とする。

※ 初めから該当要件を満たさない事業者へ送付されている場合がございますが、そ
の際はご容赦ください。

2．申込方法
中小企業大学校へ空き状況を確認後、下記手続きフローに従い申込みください。
研修内容の詳細は、中小企業大学校人吉校（TEL0966-23-6800）へお問合せくだ

さい。

●手続きフロー

①別紙「受講申請通知書」、「誓約書」を提出

②受講承認通知

③講座の申込み及び受講料の納付。受講

④受講終了後、「受講修了通知書」、「受講修了証書（写）」、「振
込金受取書（写）」 、 「アンケート（写）」を添えて助成金申請

⑤助成金の支払い

会員事業者

県ト協

中小企業大学校

県ト協
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3．カリキュラム（講師：近代経営システム研究所　代表　森高弘純 氏）

4.　お問合せ
公益社団法人鹿児島県トラック協会　経理課
　TEL：099-261-1167　FAX：099-261-1169
中小企業大学校　人吉校
　〒 868-0021　熊本県人吉市鬼木町梢山 1769-1
　TEL：0966-23-6800　FAX：0966-22-1456
　URL：http://www.smrj.go.jp/inst/hitoyoshi/
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平成30年度ドライバー等安全教育訓練
促進助成制度のご案内

受講を希望される場合は、別紙「申込書」に必要事項をご記入のうえ、お申込みください。

【全ト協指定研修】
紙面の都合上、ドライビングアカデミー ONGA（福岡県）開催分のみご案内しております。
他施設（愛知県、滋賀県、茨城県等）で受講ご希望の方は、ご連絡ください。
全ト協指定研修の日程等は、全ト協ホームページにも掲載されています。

◆全日本トラック協会ホームページ
HOME ＞ 会員の皆様へ ＞ 助成制度 ＞ 「平成 30 年度ドライバー等安全教育訓練促進助成制度について」

平成30年度貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金【全ト協（ドライビングアカデミーONGAのみ抜粋）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 備考

全
ト
協
指
定
研
修

総合交通教育センター 
ドライビングアカデミー 

ONGA

一般・初任 
ドライバー

研修 
（3 日間）

503 7月7日（土）〜 7月9日（月） 65,600 65,600 46,000 20

504 9月1日（土）〜 9月3日（月） 65,600 65,600 46,000 20

505 9月29日（土）〜 10月1日（月） 65,600 65,600 46,000 20

506 11月24日（土）〜 11月26日（月） 65,600 65,600 46,000 20

添乗・指導
管理者研修 
（3 日間）

511 5月12日（土）〜 5月14日（月） 65,600 65,600 46,000 20

512 8月4日（土）〜 8月6日（月） 65,600 65,600 46,000 20

513 10月27日（土）〜 10月29日（月） 65,600 65,600 46,000 20

514 1月19日（土）〜 1月21日（月） 65,600 65,600 46,000 20

【県ト協指定研修】
安全運転研修、初任運転者向け、一般運転者向け、事故・違反者向けの研修を実施しています。
安全運転研修では、新たに空港自動車学校を研修施設として追加しています。
研修施設： ドライビングアカデミー ONGA、マジオドライバーズスクール鹿児島校、
　　　　　みゆき学園（けいゆう自動車学校）、空港自動車学校

平成30年度貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金【県ト協（ドライビングアカデミーONGAのみ）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 備考

県
ト
協
指
定
研
修

総合交通教育センター
ドライビングアカデミー

ＯＮＧＡ

一般・初任・
貨物運転者

研修

4 6月23日（土）〜 6月24日（日） 48,000 34,000 24,000

5 6月30日（土）〜 7月1日（日） 48,000 34,000 24,000

6 7月21日（土）〜 7月22日（日） 48,000 34,000 24,000

7 7月28日（土）〜 7月29日（日） 48,000 34,000 24,000

8 8月25日（土）〜 8月26日（日） 48,000 34,000 24,000

9 9月15日（土）〜 9月16日（日） 48,000 34,000 24,000

10 9月22日（土）〜 9月23日（日） 48,000 34,000 24,000

11 10月6日（土）〜 10月7日（日） 48,000 34,000 24,000

12 11月3日（土）〜 11月4日（日） 48,000 34,000 24,000

13 11月10日（土）〜 11月11日（日） 48,000 34,000 24,000

14 11月17日（土）〜 11月18日（日） 48,000 34,000 24,000

15 平成31年1月12日（土）〜 1月13日（日） 48,000 34,000 24,000

※上記日程のいずれかで受講できます。
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平成30年度貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金【安全運転研修対象一覧（県ト協）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 残枠 備考

県

ト

協

指

定

研

修

マジオドライバーズ
スクール鹿児島校

（鹿児島市）

・半日コース
（平日・土曜・日曜）
10：00〜 15：00
（昼食休憩含む。）

・夜間コース
（土曜）

17：00〜 21：00
（休憩含む。）

ドライバー
研修

（半日）

鹿マ 4 6月17日（日） 15,120 15,120 10,000 6 2 * 日曜

鹿マ 5 6月27日（水） 15,120 15,120 10,000 6 2 * 平日

鹿マ 6 7月11日（水） 15,120 15,120 10,000 6 1 * 平日

鹿マ 7 7月28日（土） 15,120 15,120 10,000 6 0 * 土曜

鹿マ 8 9月9日（日） 15,120 15,120 10,000 3 1 * 日曜

鹿マ 9 9月26日（水） 15,120 15,120 10,000 3 0 * 平日

鹿マ 10 10月10日（水） 15,120 15,120 10,000 3 1 * 平日

鹿マ 11 10月20日（土） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 土曜 / 夜間

鹿マ 12 10月28日（日） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 日曜

鹿マ 13 11月14日（水） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 平日

鹿マ 14 平成31年1月23日（水） 15,120 15,120 10,000 6 6 * 平日

空港自動車学校
（霧島市）

・半日コース
（平日・土曜・日曜）
9：00〜 14：00
（昼食休憩含む。）

ドライバー
研修

（半日）

鹿く 4 6月17日（日） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 日曜

鹿く 5 6月23日（土） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 土曜

鹿く 6 7月9日（月） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 平日

鹿く 7 7月22日（日） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 日曜

鹿く 8 9月26日（水） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 平日

鹿く 9 10月16日（火） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 平日

鹿く 10 1月19日（土） 15,120 15,120 10,000 3 3 * 土曜

みゆき学園
（けいゆう自動車学校）

（都城市）
・1 日コース

10：00〜 19：40
（昼食休憩等含む。）

・半日コース
10：00〜 15：00
（昼食休憩含む。）

ドライバー
研修

（1 日）
鹿み 1 10月27日（土） 32,400 32,400 22,000 5 3 * 土曜 

  夜間あり

ドライバー
研修

（半日）

鹿み 3 6月16日（土） 15,120 15,120 10,000 5 5 * 土曜

鹿み 4 7月21日（土） 15,120 15,120 10,000 5 5 * 土曜

鹿み 5 11月10日（土） 15,120 15,120 10,000 5 3 * 土曜
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平成30年度貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金【初任運転者等研修対象一覧（県ト協）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 残数 備考

初
任
運
転
者
等
研
修
（
県
ト
協
）

マジオドライバーズ
スクール鹿児島校

（鹿児島市）
1日目：9：20〜 18：20
2日目：9：30〜 17：20
（昼食休憩含む）
【※研修実施場所】
マジオワークライセンス
スクール鹿児島校
鹿児島市卸本町6-19

初任運転者
教育研修

（2 日間）

鹿マ初 3 7月9日（月）〜 10日（火） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

鹿マ初 4 9月10日（月）〜 11日（火） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

鹿マ初 5 10月15日（月）〜 16日（火） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

鹿マ初 6 11月12日（月）〜 13日（火） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

鹿マ初 7 平成31年1月21日（月）〜 22日（火） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

みゆき学園
（けいゆう自動車学校）
（都城市）
1日目：9：20〜 18：20
2日目：9：30〜 17：20
（昼食休憩含む）

初任運転者
教育研修

（2 日間）

鹿み初 3 6月27日（水）〜  28日（木） 9,450 6,000 4,000 15 13 2 日間

鹿み初 4 7月23日（月）〜  24日（火） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

鹿み初 5 9月26日（水）〜  27日（木） 9,450 6,000 4,000 15 14 2 日間

鹿み初 6 10月24日（水）〜  25日（木） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

鹿み初 7 11月21日（水）〜  22日（木） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

鹿み初 8 平成31年1月23日（水）〜 24日（木） 9,450 6,000 4,000 15 15 2 日間

※上記の研修については、1 研修 5 名以上で実施します。

平成30年度貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金【一般運転者等研修対象一覧（県ト協）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 残数 備考

一
般
運
転
者
等
研
修
（
県
ト
協
）

マジオドライバーズ
スクール鹿児島校

（鹿児島市）
9：50〜 17：00
（昼食休憩含む）
【※研修実施場所】
マジオワークライセンス
スクール鹿児島校
鹿児島市卸本町6-19

一般運転者
教育研修

（1 日間）

マ一般 1 6月25日（月） 5,400 3,500 2,500 15 15

マ一般 2 平成31年1月28日（月） 5,400 3,500 2,500 15 15

※上記の研修については、1 研修 6 名以上で実施します。

平成30年度貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金【事故・違反運転者研修対象一覧（県ト協）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 残数 備考

事
故
・
違
反
運
転
者
研
修
（
県
ト
協
）

マジオドライバーズ
スクール鹿児島校

（鹿児島市）
9：30〜 16：30
（昼食休憩含む）

事故惹起・
違反者研修
（1 日間）

マ事 実施については、研修実施先と日程 
調整を行って決定します。 34,000 10,000 5,000 1 15

※上記の研修については、１研修１名で実施します。
◆事前に会社（管理者等）に事故状況等について、ヒアリングを実施します。

【お問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　労働・環境課　TEL：099-261-1167　FAX：099-261-3113
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助成事業に係る対象機器追加・変更等のお知らせ

血圧計導入促進助成金対象機器のお知らせ

県ト協及び全ト協では各種助成事業を実施しておりますが、下記助成事業に係る全
ト協対象機器について、機種の追加等がありましたのでお知らせします。

なお、同一事業において国の補助金が交付される場合、県ト協・全ト協は助成金を
交付しません。

【ドライブレコーダ導入促進助成事業】

◆運行管理連携型
・１社社名変更　

エルモ社ファインフィットデザインカンパニー
　→　㈱中日諏訪オプト電子ファインフィットデザインカンパニー

・１社型番変更
日本電気　くるみえドライブレコーダ　SD 型　F100-000005-K02　→　F100-000005-B02
 通信型  F100-000005-K04　→　F100-000005-B04

・2 社 2 機種　追加

◆標準型
・１社社名変更　

エルモ社ファインフィットデザインカンパニー
　→　㈱中日諏訪オプト電子ファインフィットデザインカンパニー

◆簡易型
・4 社 4 機種　追加

【アイドリングストップ支援機器導入促進助成事業】

・2 社 3 機種　追加

【ＥＭＳ用機器導入促進助成事業】

・2 社 2 機種　追加

※対象機器の型式一覧は県ト協ホームページでご確認ください。

過労死や健康起因事故の原因となる、脳・心臓疾患の要因となる高血圧の予兆発見
に血圧測定が重要であることから、血圧計の普及を図ることを目的に、今年度から血
圧計導入促進助成金が新設されました。

本助成事業に係る
全ト協対象機器が公
表されましたので、
お知らせします。

なお、日本貨物運
送協同組合連合会に
おいて助成対象機器
の販売体制を調整中
で、6 月末頃の開始
となる予定です。

情報
BOX
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職員退職のご挨拶
この5月末日を持ちまして、32年 7ケ月に亘り勤
務いたしました（公社）鹿児島県トラック協会を退職
することになりました。昭和60年11月に入会し、大
隅地区研修センターに赴任した後、本部に移動し、業
務課、適正化事業課そして陸上貨物運送事業労働災害
防止協会鹿児島県支部を夫々担当いたしました。その
間には、運送業界の規制緩和の一環として貨物自動車
運送事業法の施行への対応に邁進いたしました。
今、運送業界は少子・高齢化に伴う運転者不足や労
働時間への対応等厳しい状況に直面しておりますが、

会員の皆様のご努力で乗り切っていけるものと信じております。
なお、退職にあたり会員事業所を訪問し、直接挨拶にお伺いしたいのですが、この紙面上
で挨拶に代えさせていただきます。
最後になりましたが、会員の皆様のご発展とご健勝を祈念いたします。
長い間ありがとうございました。

平成 30年 5月 31日
前田　龍也

このたび一身上の都合により退職させていただくこ
とになりました。
窓口業務やトラビジョン21委員会の運営、タンク
部会の運営など未熟者ながら、様々な業務に関わらせ
ていただきました。委員会活動にて植樹活動や藻場造
成事業などの環境に関わる事業、タンク部会にて石油
業界にも関連した事業などに携われたことは貴重な経
験でございました。約三年間と短い期間ではございま
したが、在職中はいろいろと皆様方にはお世話になり、
厚く御礼申し上げます。

退職に際しまして、皆様方から温かい惜別やお励ましのお言葉を頂きまして、本当にあり
がとうございました。鹿児島県トラック協会で学んできたことを、次の仕事でも生かしてい
こうと思っております。末筆ながら皆様のご健康とご多幸、トラック運送業界のさらなる発
展を心よりお祈り申し上げます。

平成 30年 5月 15日
増野　雄基

入退会紹介

入会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

平成3 0年 5月1 4日 一 般 株式会社　YRC 山畑　考生 鹿児島南支部
普通車 5両
小型車

入　会

退会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

平 成 3 0 年 5 月 8日 一 般 有限会社　大黒運送 西山　忠夫 薩 摩 南 支 部
普通車
小型車

平成3 0年 5月1 1日 一 般 大 種 フェリー 　 株 式 会 社 里村　定夫 鹿児島・種子屋久支部
普通車
小型車

退　会

※　大種フェリー株式会社は、共同フェリー運輸株式会社と合併

情報
BOX
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適正化だより
平成30年（4月）巡回指導結果

巡回指導結果では、B 評価（適の割合：80％以上）が 42％でした。

指導評価区分では「Ⅲ．運輸安全マネジメント」が 48.4％の指摘となっております。

指導項目としては「安全に関する方針が未設定」等です。

運輸安全マネジメントの取り組み事例

その他ご不明な点等ありましたら、トラック協会適正化事業課までお気軽にご連絡ください。
公益社団法人鹿児島県トラック協会 適正化事業課：TEL099-210-9498

巡回指導評価別結果 (平成30年4月)

31 件

10
42
32
10
6
0

%

%

%

%

%

%

A
B
C
D
E

その他 % % %

Ⅰ．事業計画等
Ⅱ．帳票類の整備等
Ⅲ．運行管理等
Ⅳ．車両管理等
Ⅴ．労基法等
Ⅵ．法定福利費

Ⅶ．運輸安全マネジメント

指導区分別(否)比率 (平成30年4月)
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1.7％
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
タイトル支部・部会開催状況

月　日 行事名 場　所

5 月 8 日（火） 鹿児島谷山支部第 1 回役員会
和膳ゆうづき

（鹿児島市）

5 月 8 日（火） 平成 30 年度第 1 回薩摩南支部定例会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

5 月 11 日（金） 南薩支部通常総会 すし松（南さつま市）

5 月 18 日（金） 鹿児島新栄会第 1 回役員会 こんぴら丸（鹿児島市）

5 月 18 日（金） 鹿児島谷山支部通常総会
ホテルパレスイン鹿
児島

5 月 19 日（土）
平成 30 年度
第 1 回大隅北支部役員会・定例会

大黒本店（志布志市）

5 月 21 日（月） トラック西支部会通常総会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

5 月 25 日（金） 平成 30 年度第 1 回霧島支部定例会 焼肉　良イチ（霧島市）

5 月 25 日（金） 平成 30 年度第 1 回鹿児島南支部定例会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

5 月 25 日（金） 鹿児島県トラック輸送鹿児島新栄会通常総会 南洲館（鹿児島市）

5 月 26 日（土） 鹿児島県トラック輸送鹿児島南栄会通常総会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

5 月 28 日（月）
平成 30 年度第 1 回鹿児島・種子屋久支部
役員会・定例会

パレスイン鹿児島
（鹿児島市）

支　部
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより

月　日 行事名 場　所

5 月 10 日（木）
〜 13 日（日）

平成 30 年度重量部会視察研修
パシフィコ横浜、首都圏
外郭放水路、黒部ダム

5 月 11 日（金） 平成 30 年度第 1 回セフティ会定例会
溝辺カントリークラブ

（霧島市）

5 月 12 日（土） 平成 30 年度第 1 回青運会定例会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

5 月 16 日（水） 平成 30 年度第 1 回路線部会定例会
城山ホテル鹿児島

（鹿児島市）

5 月 16 日（水） 平成 30 年度第 1 回環境部会定例会 まえだ（鹿児島市）

5 月 17 日（木）
平成 30 年度第 1 回飼料・畜産輸送部会定
例会

鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

5 月 17 日（木）
平成 30 年度第 2 回ダンプ部会定例会（鹿
児島地区）

ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

5 月 17 日（木）
平成 30 年度第 3 回ダンプ部会定例会（南
薩地区）

竹屋（南さつま市）

5 月 18 日（金） 平成 30 年度第 1 回木材部会定例会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

5 月 19 日（土） 平成 30 年度第 1 回米穀部会役員会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

5 月 19 日（土） 平成 30 年度第 1 回米穀部会定例会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

5 月 24 日（木） 女性部会設立総会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

5 月 24 日（木） 平成 30 年度第１回引越輸送部会定例会
鹿児島サンロイヤル
ホテル（鹿児島市）

5 月 24 日（木）
平成 30 年度第 4 回ダンプ部会定例会（姶
良地区）

ゆき源（霧島市）

5 月 26 日（土） 平成 30 年度第 1 回港湾部会定例会
ホテル・レクストン
鹿児島

5 月 29 日（火）
平成 30 年度食料品部会第 1 回定例会及び
労働安全セミナー

ホ テ ル タイ セ イア
ネックス

部　会
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資料データ資料データ

鹿児島県トラック協会に寄せられた主な苦情内容  （平成30年4月）

◉ 走行車線を走行していたのだが、後ろにいたトラックに車間距離を詰められたりパッシングをされた。
◉ 車両を自宅に持ち帰っている。
◉ 95キロ程の速度で走行していたが、後ろに張り付いてきた。
◉ 追越車線で幅寄せをして猛スピードで走り去っていった。
◉ 100キロ以上の速度で走行していた。スピードリミッターを外しているのではないか。

過積載違反状況　平成30年4月分　　　
資料:鹿児島県警察本部

業種では建設業が 6 件です。

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10割未満 10 割以上

■機 械 類 0 1 0 0 0 0 0 1 1
■鋼　　材 0 0 0 1 0 0 0 1 1
■砕　　石 0 1 0 0 0 0 0 1 1
■残　　土 0 1 0 0 0 0 0 1 1
■　 砂　 0 0 0 1 0 0 0 1 1
■砂　　利 0 1 0 0 0 0 0 1 1

合　計 0 4 0 2 0 0 0 6 6

1
2
3
4
5
6

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10割未満 10 割以上

■機 械 類 1 0 1 1
■鋼　　材 1 0 1 1
■砕　　石 1 0 1 1
■残　　土 1 0 1 1
■　 砂　 1 0 1 1
■砂　　利 1 0 1 1

合　計 0 4 0 2 0 0 0 6 6

1
2
3
4
5
6

【積載物・違反取締状況（H30.4 〜 H31.3）】

過積載取締り状況(件数)
年�����

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 累計
H29 7 2 2 1 1 0 5 2 9 1 2 2 34
H30 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

5 割未満が 4 件、5 割以上 10 割未満の違反が 2 件ありました。
現場応急措置は 0 件、通行指示書の交付は 6 件でした。
※現場応急措置とは、違反現場において積み荷の取り降ろしをさせた場合
※通行指示書交付とは、違反現場から目的地までの通行方法について指示をした場合

【積載物・違反取締状況】
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資料データ資料データ

■整備管理者の業務
整備管理者は、次に掲げる事項の執行に係る基準に関する規程 ( 整備管理規程 ) を定め、これに基
づき業務をおこなわなければなりません。    

① 日常点検の実施方法を定めること
② 日常点検に基づき、運行の可否を決定すること
③ 定期点検を実施すること
④ 日常点検・定期点検のほか、随時必要な点検を実施すること
⑤ 日常点検・定期点検・随時必要な点検の結果、必要な整備を実施すること
⑥ 定期点検及び⑤の整備の実施計画を定めること
⑦ 点検整備記録簿その他点検及び整備に関する記録簿を管理すること
⑧ 自動車を管理すること
⑨ ①〜⑧に掲げる事項を処理するため、運転者・整備員その他の者を指導し、または監督すること

平成27年度（５月）巡回指導結果

巡回指導結果では、C 評価 ( 適の占める割合が 70％以上 80％未満 ) が 35％でした。
指導評価区分では「Ⅳ．車両管理等」26.0％、「Ⅲ．運行管理等」23.3％の指摘となっております。

項目では、「整備管理者研修」が 66.6％、定期点検の一部未実施が 29.3％と指摘率が高く、指摘が多かった理
由としては、「整備管理者の研修未受講」、「3 か月点検一部未実施」・「点検記録簿一部保存なし」が挙げられます。

整備管理者に選任されている方は、2 年に一回の研修受講をお願いします。

■定期点検の実施
定期点検整備計画 ( 実施 ) 表等を作成し、計画的に定期点検を実施します。
実施した時には、その旨及び実施者等を記入し、実施状況を把握します。( 電子的に管理すること
も可能 )
また、自動車の使用者は、定期点検記録簿を自動車に備え置き、定期点検整備を実施した時は、
点検の年月日、点検結果等を定期点記録簿に記載し、1 年間保存しなければなりません。なおそ
の写しを営業所にも保存するようにしてください。
定期点検の実施は、点検基準にそって実施しますが、分解整備を行わなければ点検できない箇所や、
点検の結果により分解整備が必要となる場合があります。
◯自動車運送事業者が、認証 ( ※ 1) を受けずに自社車両の分解整備を行うことはできません。
◯分解整備に該当する作業を行う場合は、地方運輸局長の認証を受けた整備工場等で実施してくだ

さい。
※ 1　道路運送車両法第 78 条（認証）

自動車分解整備事業を経営しようとするものは、自動車分解整備事業の種類及び分解整備を
行う事業場ごとに地方運輸局長の認証を受けなければならない。
分解整備となる主な作業例
●原動機（エンジン脱着）
●動力伝達措置（ドライブシャフト、プロペラシャフト脱着）
●緩衝装置（リーフスプリング脱着）
●かじ取り装置（タイロッドエンド脱着）
●制動装置（ディスクキャリパ、ブレーキドラムの取り外し）
●走行装置（ロアアーム脱着）

鹿児島県内における交通事故の発生状況

２　地域別・事故形態別の交通事故発生状況

発生件数 死者数 傷者数
平 成 30 年 1,957 21 2,306
平 成 29 年 2,131 22 2,510

増 減 － 174 －１ － 204

発生件数 死者数 傷者数
平成 30 年 42 １ 51
平成 29 年 38 １ 40

増 減 ＋４ ±０ ＋ 11

県内の交通事故状況

１　平成30年4月末現在の交通事故発生状況

※　死亡事故は南薩ブロックで増加している！ ※　追突事故が23件（54.8％）と依然として多い！
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事故類型別発生件数

ブロック別死者数状況

事故類型別死者数

30年

路上通行中
横断歩道横断
その他横断

その他
正面衝突

追突
出会い頭
追越追抜時

左折時
右折時

すれ違い時
その他

工作物衝突
駐車車両衝突

路外逸脱
転倒

その他

鹿　児　島

南　　　薩

北　　　薩

姶良・伊佐

曽於・肝属

熊　　　毛

大　　　島

高 速 道 路

人
対
車
両

車
両
相
互

車
両
単
独

29年

路上通行中
路上横断中
路上停止中
路上横臥
その他
正面衝突
追突

出会い頭
追越追抜時
右折直進
その他

工作物衝突
駐車車両衝突
路外逸脱
転倒
その他

人
対
車
両

車
両
相
互

車
両
単
独

ブロック（警察署管轄）別人身・物損事故発生状況

鹿児島

南薩

北薩

伊佐・姶良

曽於・肝属

熊毛

大島

高速道路

（鹿児島ブロックとは、鹿児島市内３警察署、日置警察署）
物損事故
人身事故

時間帯では
午後５時（６件）から
午後７時までの時間
帯の死亡事故が９件
と多い！

営業用貨物自動車の交通事故状況
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資料データ資料データ
軽油価格調査報告

（平成30年3月分　資料:全日本トラック協会）

●単純集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

104.10 93.93 100.54 

●元売別集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

J X 日 鉱 日 石 106.64 93.16 106.66 

出 光 104.99 95.40 101.46 

昭 和 シ ェ ル 105.52 93.37 98.14 

エクソンモービル 94.55 

キ グ ナ ス

コ ス モ 103.26 96.30 

そ の 他 96.97 95.08 97.98 

●月間購入量別集計表　
月額購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 104.48 93.44 100.94 

30〜50キロリットル未満 103.30 96.30 94.58 

50〜100キロリットル未満 96.50 94.39 101.50 

100キロリットル以上 93.68 

●支払期限別集計表　
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 100.21 93.53 99.33 

30〜60日未満 103.32 93.80 99.66 

60日以上 112.67 94.60 106.85 

●軽油価格推移表　

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

※上記価格には消費税が含まれておりません。
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協会の動き

◆ 5 月 8 日（火）● 監事連絡調整会議
● 決算監査
● 第 1 回薩摩南支部定例会

◆ 5 月 9 日（水）●（公財）鹿児島県交通被災者たすけあい協会監事監査
● 鹿児島東西・南北幹線道路建設促進期成会総会
● 鹿児島県中小企業団体中央会青年部会第 43 回通常総会

◆ 5 月 10 日（木）● 重量部会視察研修
● 協同組合鹿児島県陸運会館平成 30 年度第 1 回理事会

◆ 5 月 11 日（金）● 第 1 回正副会長会
● 第 1 回セフティ会定例会
● 第 4 回役員等候補選出委員会
● 第 2 回正副会長会及び第 1 回総務委員会合同会議

◆ 5 月 12 日（土）● 第 1 回青運会定例会
◆ 5 月 14 日（月）● 全日本トラック協会創立 70 周年記念式典
◆ 5 月 15 日（火）● 第 5 回九州各県運輸青年部会長会議

● 第 4 回九州地区運輸青年部連絡協議会役員会
● 九州霊柩自動車協会第 43 回定時総会

◆ 5 月 16 日（水）● 新造船「さんふらわあ さつま」就航記念セレモニー
● 鹿児島県交通安全県民運動推進協議会総会
● 第 1 回路線部会定例会
● 第 1 回環境部会定例会

◆ 5 月 17 日（木）● 第 1 回飼料・畜産輸送部会定例会
● 鹿児島県総合防災訓練に係る第 3 回打合せ会
● ダンプ部会定例会

◆ 5 月 18 日（金）● 第 1 回木材部会定例会
◆ 5 月 19 日（土）● 第 1 回米穀部会役員会

● 第 1 回大隅北支部役員会・定例会
● 第 1 回米穀部会定例会

◆ 5 月 21 日（月）●（公財）鹿児島県交通被災者たすけあい協会通常理事会
● 陸災防理事会及び通常総代会

◆ 5 月 22 日（火）● 第 1 回理事会
● 陸災防第 1 回理事会

◆ 5 月 23 日（水）● 燃ゆる感動かごしま国体鹿屋市実行委員会第 2 回総会
◆ 5 月 24 日（木）● 女性部会設立のための準備会及び設立総会

● 第 1 回引越輸送部会定例会
● 第 4 回ダンプ部会定例会（姶良地区）

◆ 5 月 25 日（金）● 第 1 回鹿児島南支部定例会
● 第 1 回霧島支部定例会

◆ 5 月 26 日（土）● 第 1 回港湾部会定例会
◆ 5 月 27 日（日）● 鹿児島県総合防災訓練
◆ 5 月 28 日（月）● 第 1 回鹿児島・種子屋久支部役員会

● 第 1 回鹿児島・種子屋久支部定例会
◆ 5 月 29 日（火）● 第 1 回経営・近代化促進委員会

● 第 1 回食料品部会定例会及び労働安全セミナー
◆ 5 月 30 日（水）● 第 12 回鹿児島県志布志・大阪航路利用促進協議会総会

● 平成 30 年度人材確保対策推進協議会
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協会の行事予定

◆ 6 月 4 日（月）● 磯新駅検討調査に関する協議会第 1 回作業部会

● 鹿児島県開発促進協議会総会

◆ 6 月 5 日（火）● 引越事業者優良認定制度申請等に係る説明会

◆ 6 月 6 日（水）● 定時社員総会

● 陸災防通常総会

◆ 6 月 7 日（木）● 全ト協第 175 回理事会・全日本トラック事業政治連盟評議員会

◆ 6 月 11 日（月）● 鹿児島県中小企業団体中央会第 63 回通常総会

◆ 6 月 13 日（水）●（公財）県交通被災者たすけあい協会定時評議委員会

● 第 1 回（公社）全日本トラック協会青年部会全国代表者研修会・交流会

● 第 1 回セメント部会定例会及び労働安全セミナー

◆ 6 月 14 日（木）● 第 8 回トラック輸送における取引環境・労働時間改善鹿児島県地方協議会

◆ 6 月 15 日（金）● 第 2 回労働災害防止団体等連絡協議会

● 南九州交通共済協同組通常総会

◆ 6 月 19 日（火）● 地球環境を守るかごしま県民運動推進会議総会及び推進大会

◆ 6 月 21 日（木）● 第 2 回九州ブロック専務理事業務連絡会議

● 九州トラック協会第 1 回理事会及び第 70 回通常総会

● 全ト協重量部会通常総会

◆ 6 月 22 日（金）● 交通労働災害防止管理者等研修会（鹿児島地区）

◆ 6 月 25 日（月）● 鹿児島県交通安全母の会連絡協議会総会

◆ 6 月 26 日（火）● 全ト協第 45 回引越部会

◆ 6 月 27 日（水）● 交通労働災害防止管理者等研修会（大隅地区）

◆ 6 月 28 日（木）● 全ト協第 94 回通常総会・第 176 回理事会

● 鹿児島県道路利用者協議会定時総会

◆ 6 月 29 日（金）● 第 1 回磯新駅検討調査に関する協議会

● セーフティ・チャレンジ交通安全コンテストの検討会及び意見交換会

● 南九州四県合同木材輸送部会「部会長会議」

平成30年6月
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鹿児島県トラック協会年間行事予定表
行事予定だより（平成30〜 31年）

開催月 開催日 行事名 開催場所

平成 30年

6月

4日（月）〜 6日（水） 運行管理者等基礎講習（みゆき学園）
6 日（水） 平成 30 年度定時社員総会 鹿児島サンロイヤルホテル
18 日（月）運行管理者等一般講習（みゆき学園） 警友自動車学校
20日（水）〜 22日（金） 運行管理者等基礎講習（みゆき学園） 鹿ト協大隅地区研修センター
22 日（金）交通労働災害防止担当管理者等研修会（鹿児島地区）鹿児島県トラック研修センター
23 日（土）運行管理者等一般講習（串木野自動車教習所） ホテルアクシアくしきの
27 日（水）交通労働災害防止担当管理者等研修会（大隅地区） 鹿ト協大隅地区研修センター

7月

1 日（日） 運行管理者等一般講習（みゆき学園） ナカムラ自動車学校
5日（木）〜 7日（土）運行管理者等基礎講習（串木野自動車教習所） ホテルアクシアくしきの
7 日（土） 交通安全セミナー 加音ホール
7 日（土） 運行管理者等一般講習（みゆき学園） 鹿ト協大隅地区研修センター
8 日（日） 第 36 回トラックドライバー・コンテスト鹿児島県大会 鹿児島県トラック研修センター

9日（月）〜 11日（水） 運行管理者等基礎講習（NASVA） 鹿児島県市町村自治会館
10日（火）〜 12日（木） 運行管理者等基礎講習（みゆき学園） ナカムラ自動車学校
18 日（水）運行管理者等一般講習（みゆき学園） 姶良市文化会館
26 日（木）トラック運送事業者のための人材確保セミナー 鹿児島サンロイヤルホテル
27 日（金）運行管理者等一般講習（NASVA） 奄美観光ホテル

8月
26 日（日）平成 30 年度第１回運行管理者試験 鹿児島市

9月
12 日（水）運行管理者等一般講習（NASVA） 鹿屋市中央公民館
27 日（木）運行管理者等一般講習（NASVA） 鹿児島県市町村自治会館

10月

9 日（火） 運行管理者等一般講習（みゆき学園） 警友自動車学校
11日（木）〜 13（土） 運行管理者等基礎講習（串木野自動車教習所） ホテルアクシアくしきの
17 日（水）運行管理者等一般講習（NASVA） 鹿児島県市町村自治会館
19 日（金）運行管理者等一般講習（NASVA） 鹿児島県市町村自治会館
20 日（土）運行管理者等一般講習（串木野自動車教習所） ホテルアクシアくしきの
22 日（月）運行管理者等一般講習（みゆき学園） 警友自動車学校
上〜中旬 「トラックの日」フェスティバル 2018 マリンポートかごしま

未定 引越基本講習・引越管理者講習 未定

11月

5 日（月） 運行管理者等一般講習（みゆき学園） 警友自動車学校
10 日（土）第 14 回ベストエコドライブ・コンテスト 運転技能向上センター
12日（月）〜14日（水）運行管理者等基礎講習（みゆき学園） 警友自動車学校
18 日（日）運行管理者等一般講習（みゆき学園） 警友自動車学校

12月

平成 31年

1月

16日（水）〜18日（金）運行管理者等基礎講習（みゆき学園） 警友自動車学校
未定 県ト協主催時事講演会（1 〜 2 月） かごしま県民交流センター（予定）

2月
未定 リーダー研修会 鹿児島県トラック研修センター

3月
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日　時：平成 30 年 5 月 22 日（火）
場　所：鹿児島県トラック研修センター
参加者：6 名

理事 5 名、監事 1 名が出席し、下記事項について協議しました。

（議　題）
・総会上程議案について
・招集通知について

上記事項は全て、出席理事全員一致で承認されました。

陸災防では、平成 27 年度より、フォークリフト運転技能講習修了者等を対象として、
より安全で正確かつ迅速なフォークリフトによる荷役作業を評価・認定し、労働災害
の防止に寄与することを目的として、フォークリフト荷役技能検定を実施しています。

このたび、フォークリフト荷役技能検定を希望する企業のニーズに対応し、フォー
クリフト荷役技能検定の利便性を高め、同制度の一層の普及促進を図るため、「フォー
クリフト荷役技能検定 2 級出張実技試験」（出張実技試験）を実施します。これまで、
実施日、場所等の関係で技能検定を利用することが困難であった企業等からの申込み
をお待ちしています。

詳細は、陸災防協会ホームページをご覧ください。

フォークリフト荷役技能検定2級出張実技試験

平成30年度第1回陸災防鹿児島県支部理事会

「フォークリフト荷役技能検定２級出張実技試験」のご案内
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移動式クレーンの安全確保等を一層推進するために、荷重計以外の過負荷防止装置
の備え付けを義務化するなど、移動式クレーン構造規格が改正されました。

荷重計以外の過負荷を防止するための装置を備えた移動式クレーン使用のお願い
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交通労働災害防止のためのガイドライン（平成 6 年 2 月 18 日付基発第 83 号、労
働省労働基準局長通達）に基づき、標記研修会を鹿児島地区と大隅地区の 2 ヶ所で開
催します。

受講希望者は、次ページの申込書に必要事項をご記入の上お申込みください。

1．開催日時 鹿児島地区
 平成 30 年 6 月 22 日（金）　13 時 30 分〜 16 時 30 分（予定）

 大隅地区
 平成 30 年 6 月 27 日（水）　13 時 30 分〜 16 時 30 分（予定）

2．開催場所 鹿児島地区
 鹿児島県トラック研修センター

 大隅地区
 大隅地区トラック研修センター

3．対 象 者 ・経営者・管理者等
 ・事業場の交通労働災害防止担当管理者等
  （定員になり次第締め切ります。）

4．費　　用 無料

5．講習内容 （1）「労働災害防止対策等について」（予定）
 （2）「県内の交通情勢と交通事故防止対策」（予定）
 （3）「最近の法改正等について」（予定）

6．講　　師 （1）鹿児島労働局（予定）
 （2）鹿児島県警察本部（予定）
 （3）鹿児島運輸支局（予定）

7．申込方法　次ページ申込書にて、FAX（099-261-3113）でお申込みください。

8．申込締切　平成 30 年 6 月 8 日（金）必着

9．問合せ先　陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部
 　（TEL：099 － 284 － 6217）

※ 交通労働災害防止担当管理者等研修会は、「安全性優良事業所」（全ト協認定）の「安
全性に対する取組の積極化」の自認項目 5 に該当する研修になります。

※受講者には、修了証書を交付します。
　ただし、遅刻や途中退席された方には交付しませんのでご了承ください。

1
2

3 鹿児島地区 100 名程度
大隅地区　50 名程度

交通労働災害防止担当管理者等研修会のご案内
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今年度から実技競技を実施！女性部門常設！
目　　的
　フォークリフト運転競技を通じ、遵法精神と安全意識の高揚及び運転の知識と技能の向上
を図り、もって職場における安全作業の確立と労働災害防止の推進に資することとする。

主　　催  ……陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部

後　　援  ……鹿児島労働局（予定）

協　　力  ……公益社団法人 鹿児島県トラック協会

日時及び場所
（1）日時　平成 30 年 7 月 22 日（日）　8 時 30 分から（受付：8 時から）
（2）場所　マジオワークライセンススクール鹿児島校（鹿児島市卸本町 6-19）

競技部門  ……「一般の部」「女性の部」の2部門とする。

参加資格

参加推薦日において、次のいずれにも該当する者とする。
（1 ）陸運災防鹿児島県支部の会員事業場の従業員で、勤務成績が優秀であり、かつ、フォーク

リフト運転技能講習修了後 1 年以上経過していること。
（2 ）フォークリフト又は自動車の運転により、過去 1 年間事故を起こしたことがないこと。また、

過去 3 年間（フォークリフト運転技能講習修了又は自動車運転免許取得後の期間が 3 年に満
たない者については、当該 3 年に満たない期間）人身事故を起こしたことがないこと。

（3 ）「一般の部」への参加者は、男女の別を問わないが、過去の全国大会で入賞した者（第 1 位
から第 5 位までの者）でないこと。ただし、過去の全国大会の「女性の部」で入賞した者（第
1 位から第 5 位までの者）については、推薦することができる。

（4 ）「女性の部」への参加者は、過去の全国大会の「女性の部」で入賞した者（第 1 位から第 5
位までの者）でないこと。

（5 ）同一人が「一般の部」及び「女性の部」の双方に参加することはできない。女性の参加者
がいずれの部に参加するかは、本人の希望に基づくものとする。

競技種目
【学科】関係法令、走行及び荷役に関する装置の構造・取扱いの方法、運転に必要な力学
【点検】作業開始前点検
【運転】走行及び積卸し

参加申込方法
以下の 3 点を揃えてお申込みください。
① 申込書（次ページの申込書をご利用ください）
②  フォークリフト運転技能講習修了証の写し（講習名・修了証番号・交付年月日が確認出来るもの）
③  自動車運転免許証の写し・運転記録証明書交付手続き委任状（P44 のものをご利用ください）

大会実施要綱については、お問合せください。

申込締切日

平成 30 年 7 月 6 日（金）【必着】
【お申込み・お問合せ先】

陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部
〒891-0131　鹿児島市谷山港2-4-15　TEL:099-284-6217

第33回フォークリフト運転競技鹿児島県大会のご案内
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タイトル

陸上貨物運送事業月別死傷災害発生状況（平成 30 年 4 月分）

県内業種別死傷災害発生状況（平成 30 年 4 月分）

県内の死傷災害形態別発生状況（平成 30 年累計）

鹿児島県内における労働災害の発生状況

過去5年間平均平成30年 平成29年

4月は前年同期と比べて、死傷災害大幅増加！
事故防止対策の徹底を図りましょう！

（平成28年まで）
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陸上貨物運送事業では、
墜落・転落が最も多い！

高所での作業時は緊張感を持ちましょう！
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～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容

http://www.kta.jp
〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp

Kagoshima truck information

お知らせ掲示板
点呼記録簿に「睡眠不足の状況」が追加されます!!
自動車運送事業者に対する行政処分等の基準

改正について など

情報ボックス
平成30年度交通安全セミナーのご案内
トラック運送事業者のための人材確保セミ

ナーのご案内 など

巻頭
会費の見直しについて

TOPICS
平成30年度第１回理事会
平成30年度第１回正副会長会
平成30年度第２回正副会長会及び第１回総務

委員会合同会議・第４回役員等候補選出委員
会（平成30年度役員改選） など

公益社団法人鹿児島県トラック協会女性部会設立総会




